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【補足】聖年のキャラクター(Luce)についてサレジオ学院中学高等学校Facebookより

3 カトリック調布教会

 「ルーチェと仲間たち」——教会の「聖年」の巡礼キャラクター

 イタリアのバチカンの丘にあるキリスト教の本部のローマ教皇庁は2025年に開催される「聖年」（聖なる一年）のた

めのイメージ・キャラクターを発表しました。「ルーチェと仲間たち」という設定です。

 「ルーチェ」と「鳩」と「天使」と「犬」が登場します。ルーチェとは光という意味で、巡礼の旅に参加する女の子のキャラク

ターです。鳩は平和のシンボルで、神の働きを巡礼者に実感させます。天使は旅の安全を保障する、神から派遣さ

れた警備担当の役目を果たします。犬は、神の計画に沿って相手を導く案内役です。

 ルーチェの両目の中にはホタテ貝の殻の絵が描か

れています。ホタテ貝は、いのちの豊かさのイメー

ジを思い出させるシンボルであり、スペインのサン

チャゴ・デ・コンポステラの巡礼地を旅する人びと

が首から下げる「おまもり」の形です。日本国際

博覧会（大阪・関西万博）のバチカン・パビリオ

ンでルーチェと仲間たちに会えます。

 ところで「聖年」（「ヨベルの年」、「解放の年」；

ラテン語: Iobeleus、英語: Holy Year, 

Jubilee Year）とは「ローマを巡礼する者に特

別に罪のゆるしを約束するとともに償いの免除を

与える」という意図で、14世紀以降の歴代の教

皇によって定められた「恩赦の年」のことです。



【補足】聖年のキャラクター(Luce)についてサレジオ学院中学高等学校Facebookより
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テキストの落書きのようです

 当初は旧約時代の「ヨベルの年」（雄羊の角で作った笛［ヨ

ベル］を吹き鳴らして神の慈愛が及ぶことを告げ知らせる一

年）にならって50年ごとに行いましたが、「聖年」を迎えること

ができずに人生を終える人が多かったので、キリストの生涯の

歩みの長さに合わせて33年ごとに行うようになり、さらには現

在は25年ごとになりました。

 「ヨベルの年」とは、あらゆる借金が免除されて、人間らしく生

きられるチャンスが与えられる一年という意味で、金持ちは貧

しい人にお金を捧げて協力します。そして、貧しい人は金持ち

の温情を受けながら人間らしい生活を取り戻せます。

 こうしておたがいに助け合う愛情に満ちた生き方を実現する社

会の仕組みがイスラエルにはありました（実は単なる理想論

で、実際に実行に移されたかどうかは確認できません）。その

理想の伝統をキリスト教が受け継いだのです。

 古代イスラエルの民はエルサレム神殿に巡礼しました。キリスト
者もこの習慣を受け継ぎました。巡礼を志す者は自分のから
だ全体を用いて祈り、自分の生涯が神に至るまでの長い旅
路であることを五感全体で経験します。つまり巡礼の歩みは
各自に人生の旅路の意味を再確認させる絶好のチャンスな
のです。

https://www.facebook.com/photo/?fbid=1093018806159529&set=a.507447258050023&__cft__%5b0%5d=AZWgk1bzwdDUZlF_wK1yKOXJTUzLvHSvDynZUqje1z7jyBZS1qLUpLs-zh7jNNQyR1g1ZKlBMjPHLxwo9qcJU5d7s7HQdF1XxSuxiEjGGRJOS6dznYpYpxvrUa5To_KtBMef1xjvUgYJPv2VbUq3PBKG-5GlbuR_YO5G5G7Zt3Kbe33NRquR4p7J0kVzpafSyEQ&__tn__=EH-R


1．概 要

カトリック調布教会

 本記録は、2024年4月から始まり、翌年の2025年の聖年、サレジオ会来日
100周年を通して、カトリック調布教会共同体が巡礼教会として、主イエス・
キリストから受けた恵みと旅路を聖霊と共に歩んだ記録として纏めたものである。

5



2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表

カトリック調布教会

年月 概要 詳細項 参加者数 備考

2024.04.01(月) 調布教会に主任司祭として山野内神父様着任 3.1

2024.04.07(日) 山野内主任司祭歓迎会 － 約150名

2024.05.18(土) 富士聖母巡礼 3.2 41名

2024.07.14(日) 調布教会の近隣の方々を招待して、夏祭りを実施 3.3 約450名

2024.07.26(金) 東京教区から聖年に調布教会が巡礼教会になることの正式示達有り ー

2024.08.15(木) 山野内主任司祭の調布教会での初洗礼式 3.4 約200名 3歳の小川菜那さん(聖マリアーナ）

2024.08.31(土) 巡礼教会での奉仕スタッフのための祈りと霊性の研修会実施 3.5 48名

2024.09.15(日) 敬老のお祝い 3.6 約80名

2024.09.21(土) 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼を開催 3.7 114名 日本語version

2024.09.28(土) 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼を開催 3.8 173名 スペイン・ポルトガル語version

2024.10.27(日) 調布教会の近隣の方々を招待して、チャリティバザーを実施 3.9 約500名 「みんなのミサ」の参加者約370人

2024.11.10(日) 調布教会の子供達のための七五三のお祝い 3.10 約100名
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2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表

カトリック調布教会

年月 概要 詳細項 参加者数 備考

2024.12.01(日) 信徒総会（宣教司牧） 3.11 約100名

2024.12.24(火) 馬小屋(プレゼビオ)作り 3.12 約10名 ベトナムの青年有志

2024.12.15(日) チャリティ クリスマスミニコンサート 3.13 約100名

2024.12.21(土) 待降節 黙想会 3.14 約130名

2024.12.22(日) 子どもクリスマス会（調布教会の近隣の子供達を招待して、クリスマス会を実施） 3.15 約100名

2024.12.24(火)
主の降誕(クリスマス)
聖年開始（平和と全免償の恵みの1年の始まり）

3.16 約400名
バチカンの聖ペトロ大聖堂の
“聖なる扉”が開放される

2024.12.31(火) 聖年に合わせて、調布教会が巡礼教会としてスタート 3.17 約80名

2025.01.11(土) サレジオ神学院静修のためのミニ巡礼 3.18 23名 13:15-14:15

2025.01.12(日) 成人の祝福 ー 約50名 11:00時ミサ・ミサ後

2025.01.18(土) 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼 3.19 約50名 9:30受付開始 10:00-16:00

2025.01.26(日) 聖ヨハネ・ボスコのお祝い 3.20 約170名 11:00時ミサ・ミサ後

2025.02.08(土) 堤神学生終生誓願式 3.21 約250名 14:00-18:00

2025.02.15(土) 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼 3.22 約70名 9:30受付開始 10:00-16:10
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2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表

カトリック調布教会

年月 概要 詳細項 参加者数 備考

2025.02.27(木) ブラジル司教団の来訪 3.23

2025.03.08(土) 聖年巡礼(北浦和教会) 3.24 約20名 9:30-13:00

2025.03.15(土) 第3回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼 3.25 約180名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.03.22(土) 四旬節黙想会(一般） 3.26 約100名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.03.24(月) 聖年巡礼(習志野・西千葉・多摩・関口・所沢) 3.27 約10名 9:30-13:00

2025.03.29(土) 四旬節黙想会(青少年） 3.28 約180名 中高生・青年、聖週間の準備

2025.04.05(土) 第4回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼 3.29 約80名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.04.20(日) 復活の主日（聖週間） 3.30 約300名

2025.04.26(土) 聖年巡礼(豊島教会) 3.31 約20名 9:30-13:00

2025.04.26(土) 聖年巡礼（清瀬教会(KFFC:フィリピングループ）） 3.32 約50名 16:00-17:30

2025.04.29(火) 真正会館巡礼団来訪(アンドレア司教) 3.33 約50名 15:30-17:00

2025.05.04(日) 聖年巡礼（赤羽サレジアンシシターズ来訪） 3.34 約30名 12:30-13:30
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2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表

カトリック調布教会

年月 概要 詳細項 参加者数 備考

2025.05.10(土) 聖年巡礼（多摩教会巡礼団来訪） 3.35 36名 14:00-16:00

2025.05.11(日) 聖年巡礼（麹町教会巡礼団来訪） 3.36 11名 13:00-15:00

2025.05.11(日) こねこの会発足 3.37 ー

2025.05.11(日) チマッティ劇団立ち上げ公演 3.38 ー

2025.05.17(土) 聖年巡礼(夫婦のジュビリー） 3.39 約50名 9:30-16:00

2025.05.20(火) 聖年巡礼(横浜・山手教会） 3.40 約40名 14:00-16:00

2025.05.22(木) 聖年巡礼(志村教会） 3.41 約10名 11:00-12:00

2025.05.24(土) 扶助者聖マリアの祝い（聖母行列/ADMA) 3.42 約100名 9:30受付開始 10:00-12:00

2025.05.24(土) アブート神学生助祭叙階式 3.43 約150名 14:00-16:00

2025.05.31(土) 巡礼奉仕感謝の会 3.44 約80名 10:30-14:00

2025.05.31(土) 聖年巡礼(韓国青年） 3.45 約50名 5/31-6/2(宿泊）

2025.06.07(土) 聖年巡礼(CTIC) 3.46 約100名 11:00-12:30

2025.06.10(火) 聖年巡礼(葛西教会） 3.47 22名 10:30-11:30
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2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表

カトリック調布教会

年月 概要 詳細項 参加者数 備考

2025.06.21(土) 第5回 ミニ巡礼（一般公開募集） 3.48 約50名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.06.21(土) 聖年巡礼(サレジアン国際学園目黒星美小学校,星美学園小学校） 3.49 約50名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.06.22(日) 司祭感謝の日・初聖体のお祝い 3.50 約150名 9:00-13:30

2025.06.28(土) 聖年巡礼（横浜・末吉町教会） 3.51 50名 15:00-16:00

2025.07.12(土) 第6回 ミニ巡礼（一般公開募集） 3.52 約100名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.07.26(土) 第1回 サレジオ霊性黙想会 3.53 約50名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.08.22(金) 聖年巡礼(晃華学園教職員来訪) 3.54 約50名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.08.30(土) 聖年巡礼(ブラジル人の青少年のための巡礼) 3.55 約250名 宿泊要

2025.09.14(日) 敬老のお祝い 3.56 約100名

2025.09.14(日) 聖年巡礼(レジオ・マリオ） 3.57 約50名

2025.09.18(木) 聖年巡礼（横浜・末吉町教会） 3.58 約30名

2025.09.20(土) 死別・離別・独身者のためのジュビリー 3.59 約50名

2025.09.23(火) 聖年巡礼(下井草教会) 3.60 約30名
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2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表

カトリック調布教会

年月 概要 詳細項 参加者数 備考

2025.10.04(土) ラテン系共同体の来訪によるミラグロス祭（奇跡のキリスト） 3.61 約500名 紫色の祭典

2025.10.05(日) 聖年巡礼(徳田教会) 3.62 約30名

2025.10.11(土) ADMA/DBVG報告会等 3.63 約100名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.10.14(火) 聖年巡礼(習志野教会) 3.64 約30名

2025.10.18(土) ブラジル系共同体の来訪によるアパレシーダ祭(褐色の聖母) 3.65 約300名

2025.10.26(日) 青年達(日本、ベトナムなど)のための巡礼 3.66 約200名

2025.11.15(土) 第7回 ミニ巡礼（一般公開募集） 3.67 約50名 9:30受付開始 10:00-16:00

2025.11.22(土) 第2回 サレジオ霊性黙想会 3.68 約50名 9:30受付開始 10:00-16:10

2025.11.25(火) 聖年巡礼(太田教会) 3.69 約50名

2025.12.13(土) 第8回 ミニ巡礼（一般公開募集） 3.70 約50名 9:30受付開始 10:00-16:00

2025.12.24(水) 主の降誕 3.71 約300名

2025.12.28(日) 聖年閉幕（日本） 3.72
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カトリック調布教会

3．主なイベントの詳細記録
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3.1 山野内主任司祭調布教会着任挨拶(2024.4.1) 

カトリック調布教会13

 復活されたイエスは何度も弟子たちに「あなたがたに平和があるように」と現

れました。

 イエスご自身が賜物であることによって悲しんでいた弟子たちは喜びに満たさ

れ、閉じこもり、恐れ、不安から解放され、自信を持って復活の命に生かされ

ていることを言葉と行いを通して証ししました。すると、共同体は元気に明るく

なり、多くの人々が引きつけられ、弟子たちの数が増えました。

 同じイエスが私たちにも雨のようにこの賜物を注いでくださっています。このこと

を皆さんは実感していますか。地面のように私たち一人ひとりがこの恵みに潤

されると、集っているこの教会共同体には、それぞれの特徴,性格,年齢やカリ

スマが生かされた素敵な花畑になるのではないでしょうか。ここを訪れる一人ひ

とりが「平和、shalom」、すなわちそれぞれがその都度必要としている恵み

（憩い,癒し,解放,喜び…）が与えられる居場所であるということです。

 東京教区民としてこの花畑は「宣教する共同体」「交わりの共同体」「すべて

の命を大切にする共同体」と言います。この実現を教会の母である聖マリアに

委ねましょう。

 「あなたがたに平和 (shalom) があるように」 （ルカ24:36）



3.2 富士聖母巡礼(2024.5.18) (1/2)

カトリック調布教会

 ５月18日(土)、山野内神父様が着任されて初めての富士聖母巡礼が開催され、大人36人、子供5人、
合計41名が参加。観光バスを借りての巡礼の旅で、朝7時50分に調布教会を出発し、山野内神父様と共
に、参加者全員で巡礼に向けての神様の祝福を聖母に取り次いで頂けるように祈り、9時過ぎの談合坂の
サービスエリアでの休憩を挟んで、聖歌隊の方々のリードで、皆さんで“野ばらのにおう”を合唱後、山野内神父
様に黙想のヒント(ロザリオの各玄義と巡礼での繋がり)を頂きながら、皆さんでロザリオを唱え、各人が巡礼への
思いを祈りの中に込めました。

14

 富士山2合目の富士聖母子像のある駐車場に到着したのは10時30分頃。参加者全員で、
聖母子像までの道を支え合って登ったり、ミサの為の椅子や道具を運んだりして、ミサの準備をし
ました。子供達5人が全員、重い椅子を大人と協力して運んでいたのが印象的でした。駐車場
から聖母子像までの山道は、この1年間でベトナムのボランティアの方々によって、コンクリートで
階段状に舗装(右の写真参照)され、歩き易くなっていました。日本で苦労の絶えない生活を
強いられている中で、ベトナムの方々の心の豊かさに感謝した次第です。

 ミサでは、第1朗読に使徒言行録28・16-20,30-31、福音朗読

はヨハネ21・20-25が捧げられました。山野内神父様がお説教の中

で、福音朗読でヨハネがイエスの胸もとによりそうシーンを捉えて、「ヨ

ハネは、イエス様の何を聴いていたのだろう？」と問いかけがありまし

た。・・・・「ヨハネは、おそらく、イエス様の心臓の鼓動で聴いていたで

あろう」と、心臓の鼓動＝生きている証＝命。原生林の森の中のミサ、

差し込む初夏の光、そよ風の音、鳥の鳴き声、参加者の方々一人

一人に、イエス様の鼓動が聴こえたことでしょう。



3.2 富士聖母巡礼(2024.5.18) (2/2) 

カトリック調布教会

 また、神父様から「マリア様は、カルワリオの山(ゴルゴタの丘)に、十字架の苦しみをイエス様と共に負いながら登
り、そして、十字架の下に立っていた」、この聖母子像のように。その霊性と精神性の高さを感じて見ましょうと神
父様は促されていました。これらの聖母子像に思いを馳せながら、ミサ後、皆さんで記念撮影。皆さんの笑顔が
印象的です。
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 11時40分に富士聖母子像を後にして、富士山5合目を
目指し、12時に到着。30分程の休憩・散策の後、バスは、
富士スバルラインを山中湖に向けて走り、雪の聖母修道
院に到着したのは、13時35分。修道院のダイニングルーム
でお祈りの後、皆さんで昼食を取り、その後、修道院の庭
にあるルルドの前で、この1年間で亡くなられた方の祈念
カードを聖歌“われらの母なる”を唄いながら、祈りと共に、
燃やしました。

 14時50分、修道院のシスターの方々に見送られながら、帰路につき、

教会到着前に、車中で、山野内神父様と共に、マリア様に祈りを捧げ、

巡礼を感謝の内に終え、18時に調布教会に到着。調布教会では、家

族を迎えに来てくれた方で温かい出迎えの雰囲気に包まれていました。

 最後に、富士聖母巡礼が聖霊に満たされ、無事に行われる為に準備に関わって下さった方々、お祈りしてi
頂いた皆さんに感謝致します。 聖霊と共に！



3.3 調布教会こども夏祭り（2024.7.14) by 堤神学生

カトリック調布教会16

 ７月14日（日）17時から調布教会の子ども夏まつりが行われました。今回
の夏まつりではコロナ禍以前のように外部の方々にもお声がけさせていただき、
アトラス調布（お隣のマンション）のお子さんのいるご家庭、星美幼稚園に
通っていらっしゃるご家庭、晃華学園小学校シャミナード会（キリスト教に
興味がある生徒の集まり）の方々を招待することができました。来場者の数
は教会の奉仕スタッフを含め450人となり、昨年の倍以上の大規模な開催に
なりました。

 夏まつりは体育館での山野内神父様による挨拶と祈りによって始まり、ゲームコーナーでは青年スタッフを中心に
射的やスーパーボールすくい、的あてなど５種類のゲームが行われ、親子揃って楽しむ姿が見られました。
また、設置されていたテーブルサッカーでは来場された子どもたちと一緒に山野内神父様やマルシリオ神父様が
熱狂する姿を見ることができ、大いに盛り上がっていました。食事コーナーでは総務・行事委員、奉仕スタッフ、
ベトナムの青年たちが協力して焼きそば、いなり寿司、フランクフルトなどを準備し、大人数の来場者のお腹を
満たすことができました。食事の提供や綿菓子作りには中高生会の子たちも大活躍してくれました。



3.3 調布教会こども夏祭り（2024.7.14) by 堤神学生

カトリック調布教会17

 夏まつりのフィナーレはやはり打ち上げ花火で、昨年からさらにグレードアップし

た見事な花火を見ながら子どもたちは大きな歓声を上げて楽しんでくれました。

花火が終わり、山野内神父様の挨拶をもって今年の夏まつりは締めくくりとな

りましたが、帰って行かれる方々の表情から、教会での短いひと時を存分に楽

しんでくださったことが伝わってきました。

 数日前から天候が心配されていましたが、本番の時間帯はほとんど雨も降る

ことなく神様に見守られていたことを実感しました。また、昨年に比べて急激に

来場者数が増えましたが、たくさんの方々の協力によって大きな事故やトラブ

ルもなく終えることができ、大盛り上がりの子ども夏まつりになりました。



3.4 山野内主任司祭の調布教会での初洗礼式(2024.8.15) 

カトリック調布教会18

 聖母の被昇天の祭日に小川菜那さん(3歳) が、山野内神父様の司式で洗礼を授けられ(洗礼名は、聖母被昇天にちなんで
“聖マリアーナ”) 、教会共同体の一員になった。洗礼の秘跡は、教会共同体の土台であり、共に歩む共同体の喜びでもある。

 山野内神父様にとっても調布教会聖堂で初めての洗礼式となった。これまで使用されていなかったマリア像横のステンドグラスの洗
礼盤の上部に聖水を受け止めるガラス皿(信徒からの寄贈品)を乗せ、初めての洗礼式が行われ、教会聖堂の中で、ここを「洗
礼の秘跡」の場所と定めた。これは、今後、誰でも、キリストの息吹を受けて、教会共同体の一員となった日を振り返ることができ
るようになるためである。

 菜那さんも成長する過程で、調布教会の洗礼盤を見るたびに、洗礼の秘跡によっていただいた恵みと祝福を聖母と共にを思いめ
ぐらし、信仰を深めていくことができるようになることは教会共同体の希望である。

洗礼盤

洗礼盤の
上部にガラ
ス皿を乗せ
て、聖水を
受け止める
ように工夫
した

あなたはわたしの愛する子、
わたしの心に適う者
(マルコ1-11)



3.5 巡礼教会での奉仕スタッフのための祈りと霊性の研修会実施（2024.8.31)

カトリック調布教会19

 2025年の聖年の年に始まる巡礼教会の奉仕者のための初めての研修会が行われた。詳細の事前情報があまり無いまま集まった奉仕者は48名(調布教
会45名+多摩教会1名+所沢教会1名＋小金井教会1名)。今から何が始まるのだろうという不安と期待が入り交じった雰囲気が会場(チマッティホール)
に漂う中、13時30分から、山野内神父様の説明が始まり、全体会が終わったのは16時頃(下図の全体写真は終了時。安堵感と喜びの雰囲気に包まれ
ている)。その後、分科会が自主的に行われ、全てが終わったのは18時頃であった。

 説明資料は、山野内神父様と実行委員の方々によって、約3ヶ月前からコツコツと作り始められ、8/28の委員会でガイドブック(日本語、スペイン語、ポルト
ガル語、英語)として、奉仕者用にクリアファイルに編集されたものと巡礼日当日に参加者に渡されるパンフレットで、それらに基づいて、山野内神父様から、
ミニ巡礼の趣旨と内容が奉仕者に話された。その後、参加者全員で巡礼コースを神父様と共に廻り、趣旨を体験し、その体験を通じて、各人が奉仕内容
を自主的に申し出た（次頁参照）

 趣旨：マリア様の生涯の旅路(ベツレヘム→ゴルゴタの丘)に倣って、調布教会のミニ巡礼を通してイエス様の霊性に触れ、各人が心を霊の働きに合わ
せて旅をして、各人が各場所で“わたし”に響いたもの(霊的会話)を、“あなた”と分かち合い、“わたし”と“あなた”との違う響きを味わい、その
響きを共有することで、“わたしたち”の響きに変えていき、一つの“うねり”としての共同体になっていくこと。（シノドスの実践）

内容：神学院聖堂→チマッティ神父様のお墓→チマッティ資料館→聖骸布(神学院112教室)→昼食→分かち合い→門をくぐる準備(全免償の準
備(感謝、願い、約束））→御ミサ（全免償のための回心を奉献し、共同体の一致を願う) →全免償の恵みを受け、新生
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3.5 巡礼教会での奉仕スタッフのための祈りと霊性の研修会実施（2024.8.31)

 下表は、8/31のミニ巡礼コース体験後、参加者自らの希望で奉仕内容を決めた奉仕スタッフの

役割分担表です。

 この後、さらに、調布教会以外の教会も含めて、大勢の方々の奉仕スタッフのお申し出を頂きました。



3.6 敬老のお祝い（2024.9.15)（1/4)
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 9月14日(土)と9月15日(日)の各時間のミサと14時の特別ミサの中で敬老のお祝いと塗油の秘跡が行われ

ました。今年は、塗油の秘跡の準備として、説明会とゆるしの秘跡が事前に行われ、皆さまの祈りの中で、これ

まで長きにわたり調布教会を支えてくださっている先輩方のご健康と豊かな恵みを教会共同体として分かちあっ

たのではないかと思います。

 各ミサの参加者は、全部合わせて138名でした。左図は、敬老の方にお祝

いとして、ミサ後に配られた山野内神父様の手作りのカードと手芸の会のメ

ンバーが丹精込めて作ったロザリオとロザリオ入れの袋と祈りのシートです。

 ミサの中で、山野内神父様から敬老の方々へ 『十字架からの3滴の油は、

信仰・希望・愛を表しています。わたしたちの器(ランプ)に、愛の油が落とさ

れているので、わたしたちは信仰の恵みを受けて生きています。家族の一人

が神様と繋がっていれば、その家族はイエス様と繋がっています。たとえ、教

会に来ることができなくても、毎日祈っているなら、同じことです。調布教会

共同体のために、皆さんの毎日の喜び、つらいこと、生きていることを、1滴に

して神様の手に委ねて下さい。これから、毎日、このランプ(教会共同体)に、

皆さんの1滴1滴を落としてくれると、その油で教会共同体は明るくなります。

今日、お渡しする一連のロザリオ(1コの主の祈り＋10コのアヴェマリア)を毎

日1回、教会共同体にいつも光があるように捧げてください。そして、来年迎

える聖年の年に巡礼教会となる調布教会に訪れる巡礼者のひとりひとりに

癒しがあるように祈ってください』 との言葉がありました。



3.6 敬老のお祝い（2024.9.15)（2/4)
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 ミサ後に教会聖堂内で、チマッティオーケスラと聖歌隊から敬老の方々への演奏と歌のプレゼントがありま

した。曲目は、①花はさく、②チマッティ神父様のアヴェマリア、③ごらんよ空の鳥の3曲で、②③は、敬老

の方々も含めて、全員で合唱し、一体感のある集いとなり、前半を終了しました。



3.6 敬老のお祝い（2024.9.15)（3/4)
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 後半は、場所をチマッティホールに移しての茶話会が行われました。約50名の敬老の方々とご家族、付添い、

聖歌隊の方々を合わせて約80名の参加があり、また、喫茶店風に注文する形式を取り入れ、皆さんに楽しん

で頂けたたようです。

 参加者の一人である朝日さんから、『昨日は素敵な敬老会有り難うございました♪母がたいへん喜んでいまし

た。自分で注文する楽しさや和やかな雰囲気で奥ちゃんのお花も明るさを増し、良い思い出になりました♪

柔らかく食べやすいものの配慮も流石です。介護タクシーが来ていたのでお片付けもできず失礼致しました。次

回からまた奉仕頑張ります♪御礼まで』という素敵なメッセージを頂きました。



3.6 敬老のお祝い（2024.9.15)（4/4)
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 また、奉仕者の一人である土田さんからは、『皆さま、今日はお疲れさまでした。とてもよい敬老のお茶会でした
ね。メニューもテーブルのセッティングとても心がこもって素敵でした。少しでもお手伝いできてうれしく思います』とい
う感想も頂きました。

 食事も一段落ついた頃、聖歌隊の方々が、準備して下さった里の秋、故郷、夏の思い出、浜辺の歌、赤とん
ぼの歌詞カードを皆さんに配り、全員で唱和して、大変盛り上がりました。声と同時に心も合っていく、そんな感
じを皆さんは味わったのではないでしょうか？

 最後に、山野内神父様から、調布教会の一員であることを心から喜んで、ここにいる皆さんが、来年はさらに増
えて、教会共同体のために祈って頂けることを願っていますとの言葉があり、祝福の内に敬老のお祝いを終わるこ
とができました。



3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)

カトリック調布教会25

 来年(2025年)の聖年に向けての準備会の位置付けで実施されたが、奉仕者と巡礼者の合計114名(調布教会66名、
小金井教会1名、所沢教会1名、多摩教会1名、浦和教会2名、本庄教会3名、太田教会1名、深谷教会3名、北浦和教会1
名、麹町教会4名、富士見教会1名、都筑教会11名、春日部教会3名、浜松教会7名、麻布教会1名、成田教会1名、
荻窪教会1名、瀬田教会1名、所属教会不明者5名)が参加した。東京教区、埼玉教区、横浜教区の3教区、18教会の方々
が集まった。

 スケジュールと奉仕者の配置は、
左記の表のとおり。

 巡礼者が50名を超えたため、
３グループに分けて、
⓵チマッティ神父様のお墓
②チマッティ資料館
③神学院1F(聖骸布)
を順番に巡ぐるスケジュールにして、
各場所の収容人数を超えないよ
うに配慮した。



3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
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 全体のスケジュールと“霊における会話”との関係は、下表のとおり。巡礼者は、8:50の受付から始まり、御ミサが終わる16:00まで、ミニ巡礼全

体が、イエス様の霊性に触れ、シノドスの目指す霊における会話を体験できるようにデザインされている。

 午前中は、神学院聖堂、チマッティ神父様のお墓、チマッティ資料館、聖骸布との出会いを通して、“わたし”の中に沸き起こる神との出会いを体

験する。

 午後からの分かち合いで、“あなた”と神との出会いを“わたし“が共有することで、”わたしたち”と神との関係を見つける体験を共有する。

 門をくぐる準備で、再び、“わたしたち”を意識した神と“わたし”の関係を識別し、最後に御ミサで“神とわたしたち”を体験することになる。

時間 巡礼場所 内容 霊における会話

8:50-10:00 チマッティホール 受付→神学院聖堂へ移動 神にわたしがピントを合わせる準備

10:00-10:30 神学院聖堂 十字架上のイエス様に自分の心を合わせる

“神とわたし”の会話
10:30-12:30

チマッティ神父様のお墓 チマッティ神父様にイエス様へのとりなしを願う

チマッティ資料館 チマッチ神父様の生き様を思いめぐらす

神学院112教室(聖骸布) 聖骸布を通してイエス様の受難と復活を心に刻む

12:30-13:30 チマッティホール(昼食) グループ内のコミュニケーションを取る “あなた”と“わたし”の出会い

13:30-14:30 マリア会室等(分かち合い) 私以外の方が体験した神との関係を傾聴する。
“神とあなた”の会話をわたしは共有
し、“神とわたしたち”の関係を見出す

14:30-15:00 チマッティホール(門をくぐる準備) 全免償ための準備をする（感謝・願い・約束）
“わたしたち”を意識した
“神とわたし”の関係を識別する

15:00-16:00 教会聖堂〈御ミサ） 御ミサを通じて、共同体の一致を体験する “神とわたしたち”との一致



3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
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 2024.8.31の研修会で自主的に集まったチーム毎に9/21に向けての準備を進めた。時間が3週間と限られた中、zoom会議等
も活用し、神父様やエキスパートの指導も仰ぎながら、実施内容をゼロからのスタートでチームメンバーと協議しながら創り上げていく
ことができたのは、大きな恵みであったと思う。それは、奉仕者ひとりひとりが自分の中のイエス様を外へ解放し、“種まく人”になるため
のプロセスだった。



3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
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 9/20(金)に実行委員を中心に奉仕者が集まり、名札作り、巡礼時の案内旗作り、食堂(チマッティホール)の
テーブルセット、分かち合いの場所の整備等を行った。皆さんの笑顔が印象的です！

前日準備

分かち合い・門をくぐるための準備チーム

門をくぐるための準備チームの皆さん
左から、吉川さん、めぐみさん、山野内神父様のお母様



3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
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 聖霊との体験を求めて、受付が9時から始まった！

受付当日



3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
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 ミニ巡礼を始めるのにあたって、わたしたちの信仰生活の原点であるイエス様にピントを合わせる為に、弟子たちが最初に

イエス様に出会ったガリラヤに思いを馳せ、“ガリラヤの風かおる丘で”が唄われた。山野内神父様から『わたしたちの出発点

は、神に愛されていること、そのことを再認識して、霊との会話をしましょう』との促しがあり、主の祈りを全員で唱えた。

神学院聖堂

 その後、十字架上のイエス様を見つめながら、パウロの言葉を聴く。

 コリントの信徒への手紙 ”1:18-25“ 十字架上のイエス

十字架の言葉は、滅んでいく者にとっては愚かなものですが、わたしたちは救わ

れる者には神の力です。それは、こう書いてあるからです。「わたしは知恵ある者

の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さを意味のないものにする。」

知恵のある人はどこにいる。学者はどこにいる。この世の論客はどこにいる。神は

世の知恵を愚かなものにされたではないか。世は自分の知恵で神を知ることが

できませんでした。それは神の知恵にかなっています。そこで神は、宣教という愚

かな手段によって信じる者を救おうと、お考えになったのです。ユダヤ人はしるし

を求め、ギリシア人は知恵を探しますが、わたしたちは、

十字架につけられたキリストを宣べ伝えています。すなわち、ユダヤ人にはつまず

かせるもの、異邦人には愚かなものですが、ユダヤ人であろうがギリシア人であろ

うが、召された者には、神の力、神の知恵であるキリストを宣べ伝えているのです。

神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは人よりも強いからです。

 パウロには素晴らしいと思っていたキリストは、ギリシャ人やユダヤ人には受け入

れられなかった。キリスト教の本質は、十字架に対する信仰。
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 イエス様が十字架上から “必死になって生きている人” に与え続けているもの(5つ）

 1) ご自分の母(マリア様）「婦人よ、ご覧なさい。あなたの子です」「見なさい。あなたの母です」
・ご自分の母を私たちの母、教会の母としてくださいました。
・マリア様は、私たちを子として受け入れてくださいます。

 2) 渇く：人類の渇きがイエス様の渇き
・自分の中に渇きを感じていますか？
・自分の中にどのような渇きの叫びがありますか？
・私たちの共同体、人類の渇きとは？

 3) 酸いぶどう酒になったものを取り除いてくださる：本質でないものを取り除いてくださる
・カナの婚礼で、水が良いぶどう酒に変わった。
・良いぶどう酒の味を保っていますか？
・自分の中で酸いぶどう酒(本質でないもの)になったものをイエス様にとりのぞいて頂く。

 4) イエス様の息を受け取る：「息を引き取られた」
・息、霊は、心を通過する賜物である。
・兄弟姉妹、自然の命の息を引き取る。

 5) イエス様の脇腹から流れ出る血と水を受け取る。
：血と水→聖霊とわたしの一致、愛のダイナミズムに入ること。

・脇腹を刺しぬかれる。
・神性と人性の命が湧き出るように。
・聖体が湧き出るように：多様性の一致

・洗礼が湧き出るように：子であること、兄弟愛

神学院聖堂 イエス様は、いつも最高のものを私たちに差し出している

本質：十字架に対する信仰
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 クレア・クロケット(Clare Crockett) 1982.11.14-2016(33歳) 北アイルランドのデリーで生まれた

 彼女が17歳の時、聖金曜日に体験した出来事です。

十字架に釘付けられたイエスの足に、接吻をする長老にクレアも近づき見ていました。

長老がその行為を終えたのを見た姉妹が、泣いているのを見ました。

「彼は私のために死んだ、彼は私を愛している。なぜ今まで誰も私にそれを言っていなかったのですか？」

クレアは主がどれほど自分を愛し、どれほどのことをしてくださったか理解しました。

そして彼女は「愛は愛によってのみ報われる」こと、

そして主が彼女に求められた愛とは、全てを与えることを意味することを理解しました。

 2002年2月11日、シスターとして誓願を立て、33歳の時、エクアドルで地震に会い、帰天されました。

神学院聖堂 シスター・クレアの言葉が朗読され、黙想した
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 シスター・クレアの言葉の黙想後、“新しい器(4カ国語)”を皆さんで唱和。

 最後に、山野内神父様から、次の問いかけがあった。

 1）何か感じることはありますか？

2）理解できないこともあるかもしれません。

3）今から旅が始まりますが、それは、内的な旅です。

4）心の中から湧き上がる“私は神から愛されている”ということを感じる旅です。

神学院聖堂
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神学院聖堂 ガリラヤの風かおる丘で 新しい器

 始め(ガリラヤの風かおる丘で)と最後(新しい器)に唱和した楽譜を下記に示す。



 『ほほえみ、慈愛と祈りの人 チマッチ神父』 A.クレバコーレ著

・・・・不思議な出来事・・・・

 昭和52年(1977年) 11月18日 ― 略 ― サレジオ神学院地下聖堂において、非常に変った出来事があった。

 それは没後 12年 なんの特別な手入れもせず土葬された人の遺体検案が行われた時のことである。

 柩（ひつぎ）の蓋は悪い条件のため 腐れかかっていた。 その蓋が取り外されたとき、職務上立ち会っていた医師や､
十数名の調査団と多くの人たちを驚かせたのは､

 長い白いひげを蓄え､微笑みを含んだ目、手は胸の上に組んで黄土色をした一人の老人の遺体であった。

 特殊な臭いはあったが、それは死臭でも腐敗臭でも無く､薄いまぶたや耳から唇にかけての状態は生前のままであった。
まぶたはあけると容易にめくれ､離せば元に戻り､皮膚には弾力があり。指で押すとへこみ、指を離すと元に戻った。脱衣の
際には、顎の関節も良く開閉し､肘の関節から指の先に至るまで、すべて正常に屈伸することが出来た。

 遺体を持ち上げた医師は「今亡くなったばかりの人を抱きかかえたようだ」と語った。

3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
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チマッティ神父様のお墓

チマッティ神父様のお墓チームによる説明

 ここは、チマッティ神父様が私たちのために祈ってくださっているところであり、私たちが、

私たちの人生のいろいろな喜び、苦しみなどをチマッティ神父様に、祈りとしてお捧げす

るところです。ここでの祈りで、特別なお恵みを頂いた方は、調布教会に届けてください。

との説明が奉仕スタッフからあり、次の言葉が朗読され、静けさの中での黙想が始まった。

 ただ、ロザリオは組んだ指をほぐすとき、金属の鎖の部分でバラバラとなり、スータンの金属ボタンは腐食して脱落してしまった。

 この不思議な出来事に対し医師団は､医学的常識によっては、とても説明出来ない事だと断定した。

 これは､大正15年(1926年) 2月 イタリアから宣教師として来日し､日本を愛し､音楽で多くの人々を楽しませ､科学の
分野にも貢献し､何よりも太陽が空にあるような明るく温かいその生活態度は、接する人々を魅了せずにはおかなかった
ヴィンチェンツオ・チマッティその人の遺体であった。
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チマッティ神父様のお墓

 チマッティ神父様を通して、イエス様の霊性とふれあう巡礼者の方々。

 地下聖堂は、調布教会の信者にとって、チマッティ神父様の現存を感じられる特別な

恵みの場所となっている。
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チマッティ神父様のお墓

 黙想は、チマッティ神父様の柩、生前のロザリオの祈りをしているチマッティ
神父様の写真を見ながら行なわれました。

 その後、｢チマッティ神父様の取次ぎを願う祈り、感謝の祈り｣のプリントを
各自記入し、墓前にお捧げました。
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チマッティ神父様のお墓

 黙想の締めくくりとして、｢チマッティ神父様の祝福、列福を求める祈り｣を巡礼者の皆
さんで唱え、チマッティ神父様も弾いておられたオルガンの伴奏で、聖歌隊の方々と
共に、アヴェマリア(チマッティ神父様作曲)を唱和し、祈りを深めました。
（聖歌隊の方々の協力に感謝致します！）

 歌声が地下聖堂に響き、｢歌うことは祈りです｣というチマッティ神父様の声が聴こえ
るようでした。

 チマッティ神父様の祝福 列福を求める祈り

心の柔和、謙遜なイエスよ、

あなたは忠実に神に仕えたチマッティ神父を通して

御父の私たちに対する愛を示して下さいました。

私たちも師の模範にならい、聖なる喜びに生き、

日々の務めを誠実に果たし、

祈りと愛による相互の一致、

また、あなたとの一致に励むことが出来ますように。

(沈黙のうちに必要な恵みを願う）

あなたの母であり、私たちの助け、

導き手である聖母マリアの取り次ぎによって、

チマッティ神父の列福を早めてください。

アーメン。
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チマッティ神父様のお墓 『アヴェ・マリア』 by V.Cimatti“チマッティ神父様の取次ぎを願う祈り”のプリント
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チマッティ資料館

 チマッティ資料館は、チマッティ神父様の遺徳を記念するた

めに、1983年、日本のサレジオ修道会によって建てられま

した。チマッティ神父様は、1926年(大正15年)に9人の

サレジオ会員と共に来日し、聖ヨハネ・ボスコによって創立さ

れた、貧しく恵まれない青少年の教育を使命とするサレジ

オ修道会の霊性を伝えるために活動を始めました。このた

め、来年(2025年)は、サレジオ来日100周年の節目に

あたります。

 チマッティ神父様は、来日以来、戦前から、戦中、戦後

40年にわたり、宣教師、音楽家、著作家、自然科学者、

教育者として、日本では大変貧しい生活を強いられ、また、

キリスト教への逆境にさらされる中、イエス様への強い信仰

を糧に、サレジオ会の日本での礎を築きました。

 資料館では、チマッティ神父様が残した遺産ー楽曲や著

作、手紙、化石、標本など、膨大な資料が収められていま

す。
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チマッティ資料館

 ここでの、チマッティ神父様を通してイエス様の霊性に触れるポイントは4つ。

1）ドン・ボスコで一杯の心

・チマッティ神父様が3歳の時、ドン・ボスコを見る(一生の記憶となる）

・サレジオのカリスマに満たされた心

2）召命の心

・日本で育てた司祭を戦争に取られ、戦死したことを悼み、作った曲が『刈り入れ』

3）ラウダート・シの心（自然を愛し大切にする心）

・自然科学者、教育者として、化石や石を集め、自然の中にある神性を教え、伝えた。

4）宣教の心

・宣教的な歌だけではなく、日本人の文化や感性を大切にして庶民が親しめる歌

(『でんでんむし』など)を多数作り、日本人と共に歩む“真の宣教”を実践した。

2F

聖歌隊有志による合唱
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チマッティ資料館 刈り入れ でんでんむし

 聖歌隊有志によって歌われたチマッティ神父様の楽曲を下記に示す。
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チマッティ資料館

 資料館の入口横にキアラ神父様(遠藤周作の“沈黙”のモデルとなった人物)の墓標があり、

1Fには、チマッティ神父様が作曲した1000曲の楽譜を収納している棚がある。

1F

チマッティ神父様が作曲した1000曲の楽譜を収納しているファイリング棚

キアラ神父様の墓標：調布市指定有形文化財
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チマッティ資料館

 2024.10.06(日)のチマッティ神父様の命日には、

夜まで電気がつけられ、ステンドグラスには、

チマッティ神父様の生涯が照らし出された。
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聖骸布

 2024.8.31のミニ巡礼の研修会で集まった奉仕メンバーは、9/21まで3週間しかないので、研修会終了当日(8/31)と

翌日の9/1(日)の両日に、合わせて5時間程度の集中講義をコンプリ神父様から受け、聖骸布の理解を深めた。しかし、

理解が深まると同時に、聖骸布の持つ受難と復活の情報量の多さに圧倒され、果たして、30分という限られた時間で、

巡礼者の方々に事実を理解してもらい、聖骸布を通して、如何にイエス様の霊性に触れる体験してもらえるかどうかが課

題となった。

 この課題に対して、コンプリ神父様を含めて、メンバー全員でZoom会議を2回開催して、聖骸布の説明を最小限に留め、

聖骸布の写真を近くで見てもらうことで、十字架刑でのイエス様の心と体の痛みを感じてもらい、そして、その後に起きた復

活に思いをめぐらしてもらうことに時間を割けるようにスケジューリングした。具体的には、説明を5分以内にして、最低限の

情報提供に留め、見る時間と黙想の時間を十分に取り、巡礼者の頭に知識を詰め込むのではなく、聖霊が巡礼者の心

に働きかける時間を多く取れるように配慮した。（次ページ参照）。

 これは、集まった奉仕メンバー全員が聖骸布を通してイエス様に触れた体験を持っていたからこそ計画できたことで、聖骸布

そのものが持つパワーが巡礼者全員に与える影響を確信していたからではないかと思う。後日、巡礼者の方々の中から、い

くつかの感想を聴くことができたが、それは、聖骸布を通して、イエス様の受難と復活のメッセージが巡礼者の方々の心の中

に確実に届いていることを知る機会と、今でもなっている。

事前準備
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聖骸布

 奉仕メンバーで協議した結果、聖霊のはたらきを信じて、以下のタイムラインとした。

事前準備

時間 説明のポイント 備考

1．説明
5分間

・聖骸布(亜麻布)がどのようにイエス様を包んでいたかの説明
（小さい聖骸布を2つに折って、実際の包み方を実演）
・1898年に聖骸布(セピア色)を写真に撮ったら、そこに姿が出てきた(前方に展示している写真を指す）
・それは、鞭打たれ、拷問を受け、十字架刑に処され、殺された人の正面と背面の姿であった。
・イエス様と聖骸布の一致点（聖書の記載との一致点）

→鞭打たれた
→茨の冠を被せられた
→自分で十字架を担いだ
→釘で十字架に付けられた
→足を折られず、槍で胸を刺された （死後の血餅(血)と血清(水)が出た/死後に槍で刺された）

・聖骸布の血は、布の裏面まで染みこんでいるが、姿(ネガ写真)は写っていない。
→先に聖骸布の血が布に染みこんだ。
→姿は、その後にできた。
→すなわち、復活の時に、ご遺体から何らかのエネルギーが出て、布の表面に遺体の影のような姿が焼き付けられた。

・ヨハネ福音書：
→“ペトロとヨハネが墓に行った時、体がなく亜麻布が平らになっているのを見た”

    →これで、復活を信じたと言う。
・これでわかるように、聖骸布には、イエス様の受難と復活についてのメッセージが詰まっている。
・最後に教会聖堂に入って右側の壁に掲げている聖骸布は日本に一つしかないレプリカであることを伝える。

詳細の説明資
料は最後に渡
す
(まずは、正面
に掲示してある
聖骸布に集中
してもらうた
め）

2．見る
12分間

・巡礼者全員に順番に聖骸布を近くで見て頂きながら、釘、鞭の跡の話を適時話す。
・巡礼者からの質問を適時受け、応える（コンプリ神父様に助けてもらう）

BGMを流す

3．黙想
13分間

・“黙想”の準備として、姿勢と呼吸を整えて頂き、マルコ福音書(8・27-32)を静かに朗読する。
・当日巡礼者に配布される“霊における会話メモ”に、感じたこと、味わったこと、気づかされたことを記載頂く
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聖骸布

 巡礼者の方々には、セッション後にも振り返りができるように、聖骸布HP（https://sindon-jp.com/）をベースにして、

メンバーの木下さんのご尽力により、4ページ構成のパンフレットのドラフトを創って頂き、Zoom会議を開き、コンプリ神父様

の指導を受けながら、校正を重ねて、まずは、日本語版を完成させた。

事前準備(パンフレット作り）

日本語

https://sindon-jp.com/
https://sindon-jp.com/
https://sindon-jp.com/
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聖骸布 4カ国語の内、日本語版を下記に示す。ご参照方。事前準備(パンフレット作り）
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聖骸布 4カ国語の内、日本語版を下記に示す。ご参照方。事前準備(パンフレット作り）
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聖骸布

 巡礼者の方々には、セッション後にも振り返りができるように、前述のパンフレットとは別に、左下図の詳細本も販売した処、

買い求める方が7名もおられた。

事前準備(パンフレット作り）

聖骸布HP You Tube聖骸布講座



3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)

カトリック調布教会51

聖骸布 当日準備

 当日8時に奉仕メン

バーが集合し、神学院

112教室に下図のよう

に、実物大の聖骸布の

写真を設置した。

 左から、スダリオ、背中

側からの3次元写真、

白黒写真、聖骸布の

写真、中心を挟んで、

対称形になるように、

各写真を設置した。

 右の扉には、聖骸布の

全体像の1/2縮尺版

を貼り付けて、巡礼者

側から全てを見渡せる

ように配置した。
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聖骸布 当日準備

 セッティング後、8時30分頃から、各奉仕メンバーがコンプリ神父様の指導を受けながら、プレゼンの練習を行った。
説明時間が5分と制限がある中、聖骸布が持つ受難と復活の記録を、どのように巡礼者の方々に伝えるかは、難
しい課題であった。しかし、メンバーひとりひとりがイエス様と向き合った8/31からの3週間という限られた時間の中で、
聖霊によって、ひとりひとりが“種まく人”に変えられていく様子をお互いに感じた貴重な体験となった。

本番前に、
コンプリ神父
様の指導を
受けながら、
プレゼンの
練習を行った

聖骸布奉仕チームの皆さん、左から

釜田さん、片瓜さん、平林さん、山城さん、コンプリ神父様、下田さん、木下さん
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聖骸布 説明シーン

 奉仕メンバー(左から、釜田さん、平林さん、片瓜さん)は、説明することを通して、聖霊によって“種まく人”に変容！
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聖骸布 説明シーン

 参加者の方々は、初めて実物大の聖骸布の写真を見る方が多く、真剣に聴いて、感動して頂きました。
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聖骸布 “見る”シーン

 参加者の方々に、“見て”頂き、湧き上がる質問に、奉仕メンバーとコンプリ神父様が“応え”ました！
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聖骸布 “黙想”シーン

 参加者の方々には、黙想し、心で感じた事を言語化してメモしてもらいました。“イエス様”と“わたし”との霊おける会話の記録です。
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食事 事前準備（前日・当日)

 午後からの分かち合いチーム毎に食事できるように、18人×6テーブルが下図のように計画(by 坂本さん)され、前日にセッティングされた。

 当日は、橋本夫妻、山崎さん、岩崎さんの4人で、仕出し屋からの到着が渋滞のため11時過ぎになり、食事までの時間が1時間半しかなく、
慌ただしい時間となった。前後の準備・片付けに関して、橋本夫妻の2人だけの対応になってしまったのは、反省点の一つ。

 また、コーヒー等の飲んだ後の参加者のマナーが悪く、紙コップ等が散乱し、それを橋本夫妻のみで片付けることになってしまったことは、残念な
結果となったため、今後の対策を検討することにした。→次回以降の食事時にゴミ処理チームに入って貰い、マナー改善に努めることにした。

橋本教会委員長からの歓迎挨拶

食事チームの皆さん

テーブル配置

山野内神父様による食前の祈り

ランチ
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食事

 食事中に春日部教会の藤田和京さんからみ言葉カードのサプライズのプレゼントがあった。

 こういう時にいただく“み言葉”は、神様からの大切なメッセージであることが多いものです！

サプライズ（み言葉カード)
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分かち合い

 9/11(水)、分かち合いのファシリテータ候補者＆未経験者(高島さん、高橋さん、吉川さん、藤永さん、

井上)が調布教会に集まり、経験者の下田さんを講師に招いて、指導を受けた。

 下田さんから、今回の分かち合いの一通りの流れとシノドスハンドブックに記載されている霊における会話と

の関係(神と私→神とあなた→神と私たち)が説明された。分かち合いのリーダは、聖霊であること、ファシリ

テータは、聖霊に委ねながらも、タイムキープには厳しく務めること等のアドバイスがあった。

 本番まで時間が無いので、まずは、指導頂いたことをガイドライン案に纏め、下田さんと有村さんにレビュー

頂いて、次ページのような分かち合いのガイドラインを作成し、9/21のミニ巡礼に備えた。

 最終的には、9/21のファシリテータは、山野内神父様(サポート吉川さん）、下田さん(サポート山城さ

ん）、高島さん、高橋さん、井上という組み合わせで、6チームを担当することになった。

 後日談ではあるが、下田さんの言われたとおり、9/21当日、各ファシリテータは、分かち合いのメンバーひと

りひとりに働く聖霊の声を聴くことになったと思う。自分が聖霊に委ねたというより、聖霊に委ねさせられたとい

う体験である。

事前準備
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分かち合い 事前準備(ファシリテータガイドライン)

 イエズス会の霊性センターせせらぎ行われている分かち合いのガイドラインとシノドスハンドブックの霊おける会話のガイドラインを組み合わせて作成

カトリック調布教会
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分かち合い

 計画では、昼食後、各テーブルで、各チームの自己紹介を行い、その後、各チームの分かち合いの部屋へ移動し、

分かち合いを始める予定だったが、人数が多すぎて、自己紹介者の声が聴き難いとの判断から、ファシリテータの

下田さんと有村さんの提案で、時間を20分程早めて、13時15分頃から、各チームは移動を開始した。13時

20分には、各部屋での自己紹介が始まり、その後の分かち合いをスタートすることができた。このスケジュール変更

は、各ファシリテータに時間的余裕を与え、かつ、巡礼者の方々の分かち合いの時間も増やし、良い結果をもたら

した。このスケジュール変更は、今後のミニ巡礼にも、反映されるものと考えられる。

 実際、分かち合いでは、1人1分程度の分かち合いを計画していたが、午前中の巡礼で受けた恵みを1分で伝え

るのは難しく、1人あたり2～3分は必要であることがわかった。

 分かち合い後、再度、チマッティホールに集まり、各チームで分かち合ったことをファシリテータがまとめとして、巡礼者

全員へ分かち合った。

 普段、教会では、心で感じたこと等、分かち合う機会が殆ど無い

中、また、いろいろな教会から集まって、初めて会う方も多い中、

各チームの中で、いろいろな分かち合いが行われたのは恵みだっ

たと思う。このような霊における会話を教会共同体で重ねることで、

“共に歩む”というシノダリティが霊的に繋がり、常に聖霊の導きを

意識した教会共同体が生まれるものと思う。
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分かち合い

 最後に山野内神父様から、巡礼者や奉仕スタッフに向けて、次の話があった。

 1）神様は生きている

2）ドン・ボスコもドン・チマッティも神様を通して生きている

3）私たちは、神様から生かされている。

 私たちは、何のために生かされているのですか？ 神の愛を生きるためです。

 今日の体験は、自分のためだけでは無いです。多くの人が恵みを受け取るためです。

 神様がいつも働いていることを感じてください。
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門をくぐるための準備

 当日は、まだ、聖年(2025年)になっていないので、聖年の前年の準備ということで、全免償を受けるため

の“門をくぐるための準備”が説明された（次ページ以降参照）。

事前準備(ファシリテータガイドライン)

山野内神父様と門をくぐるための準備チームの皆さん
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門をくぐるための準備

 皆様、調布教会の宝物である神学院聖堂、チマッティ神父さまのお墓と資料館、聖骸布を巡る旅はいかがだったでしょうか？
分かち合いを終え、皆様の心に何か生まれたでしょうか？

 これから聖なる門をくぐります。その準備はできていますか？

 調布教会の聖堂は幕屋の形をしており、イスラエルの民の「幕屋」というコンセプトで作られました。「出エジプト記33-7」によれ
ば、モーセとイスラエルの民がエジプトを出て移動中、宿営の外に天幕を張り、「臨在の幕屋」を作りました。ここがモーセが主と
「顔と顔」を合わせて会話する神聖な出会いの場所となりました。

 この聖なる場所、幕屋で主は「私はあなたの前にすべてのわたしの善い賜物を通らせ、恵もうとするものを恵み、憐れもうとする
者を憐れむ」と言われました。（出エジプト記「33-19」）

 モーセが雲に包まれた幕屋から外に出ると、「彼の顔の肌は光を放っていた」と記されています。（「出エジプト記34-35」）

 私たちもこの聖なる幕屋で神様と出会い、神様と私たちがひとつにさせていただく体験を願いましょう。

 聖書には「私は門である」というイエス様の言葉があります。

 聖なる門をくぐることで全免償がいただけます。

 赦しの秘跡により罪を許された私たちですが、その後も罪の傷跡は残ります。

 この傷跡をなくすには「免償」が必要で、いくつかの条件をととのえた後に、巡礼教会で全免償をえることができます。

 わかりやすく言えば、たとえば、釘が刺さっているのが罪です。赦しの秘跡で釘は抜かれますが、傷跡の穴は残ります。
この穴を埋めるのが免償で、元のきれいな状態に戻ります。

 また、夫婦げんかをして、お皿を投げて割ってしまう。この場合、仲直りが赦しの秘跡で、散らばったお皿の残骸を拾うことが
免償です。
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門をくぐるための準備

 赦しの秘跡を受けること、ミサにあずかりご聖体を拝領すること、教皇の意向の
ために祈ること、これが全免償の条件です。

 最後のページに、 感謝、願い、約束とあります。

 赦しの秘跡、巡礼、分かち合いを経て、私たちは神様に立ち戻ったでしょうか?

 受けた喜びへの感謝、これからも神様の恵みを願う願い、そのための神様との約束、

 一人一人が「心に書き、心に刻む」つもりで、それぞれの思いを捧げましょう。

 ミサの後、聖堂を出る時にスタンプが押されます。
神様の愛のスタンプが押されて、巡礼が終了と
なりますが、今回はスタンプはありません。

 では、順番に門をくぐっていただきます。

 イエス様は「私は門である」とおっしゃいました。
このみ言葉の門をくぐり、イエス様の中に入ります。
へりくだる心をもって、身をかがめて入りましょう。

 そして、モーセのように神と出会った喜びで、
私たちの顔も光り輝くことを感じて、この門を
出ることができますように、神に委ね、
そのお恵みを願いましょう。

2024.9.21バージョン（聖年の前年）
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門をくぐるための準備 巡礼者への歓迎賛歌

＊ 聖歌隊が巡礼者を迎えて唄う典礼聖歌の候補
158~159 「門よとびらを」
29 「エルサレムよほめたたえよ」

106 「シオンよ喜べ」
163 「喜びに」
164～166 「喜びに心をはずませ」
183 「われらはシオンで神をたたえ」
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御ミサ

 聖書朗読
1）第1朗読 ： 知恵の書 2・12、17-20
2）第2朗読 ： ヤコブの手紙  3・16-4・3
3）福音  ： マルコによる福音書   9・30～37

 聖歌（ミサ曲）
1）門をくぐる歌     ：典158-159 門よ、扉を開け
2）入祭の歌     ： 典29          エルサレムよ、ほめたたえよ
3）いつくしみの賛歌： 典615
4）栄光の賛歌  ： 典617
5）答唱詩編 ： 典8①② 荒地のかわき果てた土のように
6）アレルヤ唱 ：典270 25B
7）奉納の歌 ： 典134 主をたたえよう
8)  感謝の賛歌  ： 典618
9）平和の賛歌 ：典619

10) 拝領の歌①  ： 典18 いのちある すべてのものに
11) 拝領の歌②      :  F18  キリストの平和

 12) 閉祭の歌 ： 典408 行け地の果てまで
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御ミサ

 3つの大切なポイント
1）イエス様と共に歩む
2）十字架を担う
3）子どもを抱きしめる、抱き上げる（小さい者に使える）

 1）イエスと共に歩む
・イエス様の鼓動に合わせて生きること
・わたしの脈に、イエス様の脈を合わせる
・その人の中にいるイエス様に合わせて歩むこと
・イエス様の脈(ペースメーカ)によって、正常になったのではないか？

 2）十字架を担う
・与え尽くす生き方をすること（自分の全てを与える）
・最高の自分を生きること（完全である必要は無い）
・弱さがあっても大丈夫
・欠点があっても大丈夫

 3）子ども抱きしめる、抱き上げる（小さい者に使える）
・霊における分かち合い→それが本物かどうかは、これから。
・小さい者に対して、最高の自分で向き合うことで確認できる。
・イエス様が与えたものは、1回限りであるが、永久である。
・今日、私たちに落ちたものが、本物かどうかは、これからである。
・いろいろな奉仕を通して、皆さんを豊かにしてくれます。
・調布教会だけでなく、他の教会からの奉仕も同じ豊かさをもたらします。

説教
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御ミサ
 最後に、実行委員の取り纏め者の藤永さんから 『今日、この日を迎えられたのは、多くの方々の助けがあったからです。

 これからも、巡礼活動を通して、多くの方々が恵みを頂けるように奉仕していきたいです。』と感謝と決意が述べられた。
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 9/21(土)の日本語バージョンに続けて、9/28(土)に、ラテン系の方々に来訪頂き、スペイン・ポルトガル語バージョンのミニ

巡礼が実施され、3教区(東京教区、埼玉教区、横浜教区)のラテン系の方々が123名、日本人50名で、合計173名

(奉仕者＋巡礼者)が調布教会に集まり、、ミニ巡礼を通して、イエス様の霊性を体験し、教会共同体としての絆を深めた。

 スケジュールと奉仕者の配

置は、左記の表のとおり。

 巡礼者が50名を超えたた

め、３グループに分けて、

①チマッティ神父様のお墓

②チマッティ資料館

③神学院1F(聖骸布)

を順番に巡ぐるスケジュール

にして、各場所の収容人数

を超えないように配慮した。
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 全体のスケジュールと“霊における会話”との関係は、9/21の日本語バージョンと同じで、下表のとおり。巡礼者は、8:50の受付から始まり、御ミ

サが終わる16:00まで、ミニ巡礼全体が、イエス様の霊性に触れ、シノドスの目指す霊における会話を体験できるようにデザインされている。

 午前中は、神学院聖堂、チマッティ神父様のお墓、チマッティ資料館、聖骸布との出会いを通して、“わたし”の中に沸き起こる神との出会いを体

験する。

 午後からの分かち合いで、“あなた”と神との出会いを“わたし“が共有することで、”わたしたち”と神との関係を見つける体験を共有する。

 門をくぐる準備で、再び、“わたしたち”を意識した神と“わたし”の関係を識別し、最後に御ミサで“神とわたしたち”を体験することになる。

時間 巡礼場所 内容 霊における会話

8:50-10:00 チマッティホール 受付→神学院聖堂へ移動 神にわたしがピントを合わせる準備

10:00-10:30 神学院聖堂 十字架上のイエス様に自分の心を合わせる

“神とわたし”の会話
10:30-12:30

チマッティ神父様のお墓 チマッティ神父様にイエス様へのとりなしを願う

チマッティ資料館 チマッチ神父様の生き様を思いめぐらす

神学院112教室(聖骸布) 聖骸布を通してイエス様の受難と復活を心に刻む

12:30-13:30 チマッティホール(昼食) グループ内のコミュニケーションを取る “あなた”と“わたし”の出会い

13:30-14:30 マリア会室等(分かち合い) 私以外の方が体験した神との関係を傾聴する。
“神とあなた”の会話をわたしは共有
し、“神とわたしたち”の関係を見出す

14:30-15:00 チマッティホール(門をくぐる準備) 全免償ための準備をする（感謝・願い・約束）
“わたしたち”を意識した
“神とわたし”の関係を識別する

15:00-16:00 教会聖堂〈御ミサ） 御ミサを通じて、共同体の一致を体験する “神とわたしたち”との一致



3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)

カトリック調布教会72

 9/21の日本語バージョンの奉仕者に加えて、ラテン系の方々が奉仕者に加わり、言葉を超えての交流が大きな恵みとなっ

た。
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カトリック調布教会73

 駐車場誘導チームの今村さんに、前日準備として駐車場誘導のための誘導服、誘導灯、立て札の準備、白線引きを実施して頂きました。

前日準備

スペイン語と日本語併記の立て札を作成 初めて教会に来られる方には、矢印があるだけで助かる！
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カトリック調布教会74

 駐車場誘導チームは、多言語対応に備えて、ブラジル人、ペルー人と日本人がタッグを組んで、誘導にあたった。

左側の写真は、左から、福山さん(ポルトガル語)、木下さん、玉林さん。

右側の写真は、左から、木下さん、モリノさん(スペイン語)。

皆さんの笑顔が印象的！

駐車場誘導チームの皆さん

受付当日（駐車場誘導）

駐車場誘導チームの皆さん
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カトリック調布教会75

 受付チームは、多言語対応に備えて、ブラジル人、ペルー人、日本人が対応。

 和気あいあいと、笑顔で巡礼者を歓迎！

受付当日（レセプションデスク）

受付チームの皆さん
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カトリック調布教会76

 沈黙の中で、イエス様の霊性にチャンネルに合わせ始める巡礼者の方々。

 巡礼者を迎えるイエス様の現存が漂う聖堂！

神学院聖堂



3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)

カトリック調布教会77

 山野内神父様から、巡礼導入部として、“イエス様が十字架上から “必死になって生きている人”

に与え続けているもの(5つ）”と“クリア・クロケットの霊性“の話があった。

神学院聖堂

聖歌隊の皆さんによる合唱

イエス様は、いつも最高のものを私たちに差し出している
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カトリック調布教会78

チマッティ神父様のお墓

 黙想が、チマッティ神父様の柩、生前のロザリオの祈りをしているチマッティ神父様の写真を見ながら行なわれました。

 その後、｢チマッティ神父様の取次ぎを願う祈り、感謝の祈り｣のプリントを各自記入し、墓前にお捧げました。
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カトリック調布教会79

 奉仕スタッフから、チマッティ神父様の生涯と1977年に行われた遺体検案の話があり、腐らないチマッティ神父様の

ご遺体が石棺の中に収められているとの話が紹介された。

チマッティ神父様のお墓

 黙想の締めくくりとして、｢チマッティ神父様の祝福、列福を求める祈り｣を巡礼者の皆さんで唱え、チマッティ神父様も弾

いておられたオルガンの伴奏で、聖歌隊の方々と共に、アヴェマリア(チマッティ神父様作曲)を唱和し、祈りを深めました。
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カトリック調布教会80

チマッティ資料館

 ここでの、チマッティ神父様を通してイエス様の霊性に触れるポイントは4つ。

1）ドン・ボスコで一杯の心

・チマッティ神父様が3歳の時、ドン・ボスコを見る(一生の記憶となる）

・サレジオのカリスマに満たされた心

2）召命の心

・日本で育てた司祭を戦争に取られ、戦死したことを悼み、作った曲が『刈り入れ』

3）ラウダート・シの心（自然を愛し大切にする心）

・自然科学者、教育者として、化石や石を集め、自然の中にある神性を教え、伝えた。

4）宣教の心

・宣教的な歌だけではなく、日本人の文化や感性を大切にして庶民が親しめる歌

(『でんでんむし』など)を多数作り、日本人と共に歩む“真の宣教”を実践した。
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カトリック調布教会81

チマッティ資料館

ドン・ボスコで一杯の心
・チマッティ神父様が3歳の時、
 ドン・ボスコを見る
(一生の記憶となる）



3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)

カトリック調布教会82

チマッティ資料館

ラウダート・シの心（自然を愛し大切にする心）
自然科学者、教育者として、化石や石を集め、
自然の中にある神性を教え、伝えた。

宣教の心
宣教的な歌だけではなく、日本人の文化や感性を大切に
して庶民が親しめる歌(『でんでんむし』など)を多数作り、
日本人と共に歩む“真の宣教”を実践した
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カトリック調布教会83

聖骸布

 この日に合わせて、木下さんには、日本語版パンフレットを英語、スペイン語、ポルトガル語への機械翻訳をかけて頂き、

その後、下田さん(スペイン語)、竹内さん(ポルトガル語)にもレビュー頂き、合計4カ国語のパンフレットを完成させて、

当日配布した。

 巡礼者の多くが、スペイン語、ポルトガル語系の方々だったので、スペイン語、ポルトガル語で準備していたパンフレットは

大変好評で全て無くなった。

事前準備(パンフレット作り）

日本語 英語 スペイン語 ポルトガル語
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カトリック調布教会84

聖骸布

 当日のタイムラインは、9/21の日本語版と同じとした。

事前準備

時間 説明のポイント 備考

1．説明
5分間

・聖骸布(亜麻布)がどのようにイエス様を包んでいたかの説明
（小さい聖骸布を2つに折って、実際の包み方を実演）
・1898年に聖骸布(セピア色)を写真に撮ったら、そこに姿が出てきた(前方に展示している写真を指す）
・それは、鞭打たれ、拷問を受け、十字架刑に処され、殺された人の正面と背面の姿であった。
・イエス様と聖骸布の一致点（聖書の記載との一致点）

→鞭打たれた
→茨の冠を被せられた
→自分で十字架を担いだ
→釘で十字架に付けられた
→足を折られず、槍で胸を刺された （死後の血餅(血)と血清(水)が出た/死後に槍で刺された）

・聖骸布の血は、布の裏面まで染みこんでいるが、姿(ネガ写真)は写っていない。
→先に聖骸布の血が布に染みこんだ。
→姿は、その後にできた。
→すなわち、復活の時に、ご遺体から何らかのエネルギーが出て、布の表面に遺体の影のような姿が焼き付けられた。

・ヨハネ福音書：
→“ペトロとヨハネが墓に行った時、体がなく亜麻布が平らになっているのを見た”

    →これで、復活を信じたと言う。
・これでわかるように、聖骸布には、イエス様の受難と復活についてのメッセージが詰まっている。
・最後に教会聖堂に入って右側の壁に掲げている聖骸布は日本に一つしかないレプリカであることを伝える。

詳細の説明資
料は最後に渡
す
(まずは、正面
に掲示してある
聖骸布に集中
してもらうた
め）

2．見る
12分間

・巡礼者全員に順番に聖骸布を近くで見て頂きながら、釘、鞭の跡の話を適時話す。
・巡礼者からの質問を適時受け、応える（コンプリ神父様に助けてもらう）

BGMを流す

3．黙想
13分間

・“黙想”の準備として、姿勢と呼吸を整えて頂き、マルコ福音書(8・27-32)を静かに朗読する。
・当日巡礼者に配布される“霊における会話メモ”に、感じたこと、味わったこと、気づかされたことを記載頂く



3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語版)（2024.9.28)

カトリック調布教会85

聖骸布 当日準備

 当日8時に奉仕メン

バーが集合し、神学院

112教室に下図のよう

に、実物大の聖骸布の

写真を9/21と同様に

設置した。

 但し、右の扉には、聖

骸布の全体像の1/2

縮尺版を貼り付けず、

説明時に奉仕メンバー

が拡げて、巡礼者に説

明するようにした。

 また、人数が1グループ

が50名と想定されたの

で机をおかず、椅子だ

けの設置とした。
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カトリック調布教会86

聖骸布 説明シーン

 スペイン語で説明する下田さんと聖骸布の1/2縮尺版を拡げてサポートする釜田さんと平林さん。

 熱心に聴き入る巡礼者の方々。
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カトリック調布教会87

聖骸布 説明シーン

 イエス様のお顔を包んでいたスダリオの説明に熱弁(イタリア語)を振るい、実演するコンプリ神父様。

（スペイン語系とポルトガル系の方々は、イタリア語の説明が半分程度わかるとのこと）

 巡礼者の方々は、イエス様の受難後の様子を良く理解できたように思う。
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カトリック調布教会88

聖骸布 “見る”シーン

 参加者の方々に、“見て”頂き、湧き上がる質問に、奉仕メンバーとコンプリ神父様が“応え”ました！
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カトリック調布教会89

聖骸布 “見る”シーン

 参加者の方々に、“見て”頂き、湧き上がる質問に、奉仕メンバーとコンプリ神父様が“応え”ました！
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カトリック調布教会90

聖骸布 “黙想”シーン

 聖骸布見学後、奉仕スタッフの促しで、静かに黙想し、イエス様の受難と復活を味わう巡礼者の方々。
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カトリック調布教会91

聖骸布 “セッション終了後”

 セッション終了後、巡礼者の求めに応じて写真撮影！ 子供達は、素直に聖骸布を理解します。



3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)

カトリック調布教会92

食事 楽しいひととき！
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カトリック調布教会93

食事 楽しいひととき！

 食事後、来年(2025年)の10/4(土)に調布教会で再び集まり、ミラグロス祭を行おうということになった。
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カトリック調布教会94

食事 食事奉仕チームの皆さん 楽しそう！
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カトリック調布教会95

食事 食事奉仕チームの皆さん 楽しそう！
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カトリック調布教会96

食事 食事奉仕チームの皆さん 楽しそう！
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カトリック調布教会97

食事 調布教会の誇る環境整備チーム

4カ国語表示で、
ゴミの分別処理を巡礼者に
促し、巡礼者の方々には、
積極的に協力して頂きまし
た！ 神に感謝！



3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)

カトリック調布教会98

ゆるしの秘跡

 山野内司教様のゆるしの秘跡が午前中を

通して、ミニ巡礼と併行して行われました。

奉仕スタッフが巡礼者のための案内の奉仕

に当たりました。

ゆるしの秘跡を待つ巡礼者が途切れること

はありませんでした。

山野内司教様によるゆるしの秘跡

ゆるしの秘跡を終えて昼食を取る山野内司教様と奉仕スタッフ
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カトリック調布教会99

分かち合い

 午前中のミニ巡礼を通して、心で感じたことを分かち合った。

グループでの分かち合い
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カトリック調布教会100

分かち合い

 午前中のミニ巡礼を通して、心で感じたことを分かち合った。

グループでの分かち合い
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カトリック調布教会101

分かち合い

 グループでの分かち合いを全体会で分かち合った。

全体会での分かち合い
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カトリック調布教会102

分かち合い

 グループでの分かち合いを全体会で分かち合った。

全体会での分かち合い
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カトリック調布教会103

分かち合い

 グループでの分かち合いを全体会で分かち合った。（以下、分かちあった内容の一部を記載します）

 自分達は、キリスト教の国で育って、キリスト教の環境の中で、信仰を育てることができたが、ここ日本で、

キリスト教の環境が無い中で、自分たちの子供達の信仰をどうやって育てらよいかを悩んでいる。

 この巡礼を通して、平和と温かい気持ちを感じた。

 チマッティ神父様のお墓、チマッティ資料館の巡礼の中で、カトリック信者として、いろいろな体験をして

大変嬉しかった。

 今日の巡礼は、楽しく、イエス様は、私たちに、大切な遺産を残してくれたと感じた。

 私たちは、チマッティ神父様に感謝したいと思います。

 グアテマラから初めてミニ巡礼を体験した。日本人に温かく迎えてもらった。各々の場所で恵みを頂いた。

全体会での分かち合い
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カトリック調布教会104

門をくぐるための準備

 山野内神父様から、全免償の条件について、以下の説明があったが、正式には
来年からなので、今回は儀式としては省略された。

 赦しの秘跡を受けること、ミサにあずかりご聖体を拝領すること、教皇の意向の
ために祈ること、これが全免償の条件です。

 最後のページに、 感謝、願い、約束とあります。

 赦しの秘跡、巡礼、分かち合いを経て、私たちは神様に立ち戻ったでしょうか?

 受けた喜びへの感謝、これからも神様の恵みを願う願い、そのための神様との約束、

 一人一人が「心に書き、心に刻む」つもりで、それぞれの思いを捧げましょう。

 ミサの後、聖堂を出る時にスタンプが押されます。
神様の愛のスタンプが押されて、巡礼が終了と
なりますが、今回はスタンプはありません。
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聖歌隊 巡礼者への歓迎賛歌＋ミサ曲

 聖歌隊としては、初めてのスペイン語の聖歌への挑戦で、曲集めから始めました。楽譜が無かったり、整っていないものは、
聖歌隊で歌えるように、吉川さんが楽譜を作成・整備し、スペイン語の歌詞については、山城さんがスペイン語グループとの
橋渡しになり翻訳し、楽譜にカナを振って、聖歌隊全員が練習できるように工夫されたようです(次ページ以降の楽譜をご
参照下さい。繊細な努力の跡を見ることができます！)。

 特に、深谷教会のマルティーナさん(御ミサでは、答唱など太鼓を叩きながら歌ってくれました！)がアンヘル神父様と相談し
ながら浜松教会で使っていた楽譜や、楽譜がないものはYouTubeで送ってくれました。楽譜が整うと調布教会まで来てく
れ、歌いながらテンポや言葉を調整してくれたそうです（感謝！）

 練習は、吉川さん、石倉さん、木村(恵)さん、木下(久)さんが中心となって、聖歌隊全員で行われ、皆新鮮でその魅力
に取りつかれ、楽しく練習できたとのことです。また、マルティーナさんは、前日より泊まり込み、リハーサルから一緒に練習し
てくれたそうです。当日は、マルティーナさんは、太鼓と共にタンブリンも積極的に引き受けてくれ、聖歌隊＋マルティーナさん
の歌に花を添えてくれました。
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聖歌隊 巡礼者への歓迎賛歌＋ミサ曲

 前日のリハーサル中のハプニングとして、ディスプレイも先唱もいないことに気づき、突如、石倉さんがスペイン語で番号、立
つ、座るなどを話すことになったそうです。しかし、スペイン語がわからないため先唱をするのは、緊張だったと思います。心の
中で、日本語で祈りながらやったそうです。

 また、当日のミサが始まる直前に、マリオ司教様からスペイン語で2箇所応唱をやるようように言われ慌てましたが、皆さんと
協力して、上手に応唱できたと思います。今回の巡礼ミサで、スペイン語のミサの様子もわかってきましたので、次回以降は、
皆さんで「参加型盛り上がりミサ」となること間違い無いと思います。

 当日の御ミサでは、上述のマルティーナさんのペルーの太鼓やタンバリンも加わり、ラテンの巡礼者の方々が喜んでくださった
と同時に、聖歌隊も心踊りながら歌い、共に分かち合い、ミサを捧げることができ、聖堂内の躍り上がるような響きに感激し、
そこに聖霊の現存を感じることができました。

 聖歌を唄うことは、祈ることであると言われますが、聖歌隊がラテンの方々と一致したいという思いが、練習の中で、聖霊に
促され、唄えば唄うほど、祈りとして深められたことで、当日の御ミサでは、ラテンの方々との一致が、聖堂の中で聖霊降臨
の喜びとして与えられたのだと思います。
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御ミサ

 聖書朗読
1）第1朗読 ： 民数記 11・25-29
2）第2朗読 ： ヤコブの手紙  5・1-6
3）福音  ： マルコによる福音書   9・38-43, 45, 47-48

 聖歌（門くぐりの歌＋ミサ曲）：次ページ以降に楽譜を添付
1)   門くぐりの歌 「VIENEN CON ALEGRIA」
2)   入祭 「JUNTOS,COMOHER MANOS」
3)   いつくしみの賛歌 「SEÑOR, TEN PIEDAD」
4)   栄光の賛歌 「GLORIA A DIOS DEL CIELO」
5)   答唱詩編 「LOS PRECEPTOS DEL SEÑOR」
6)   アレルヤ唱 「ALELUYA DE TAIZE」
7)   奉納 「TE OFREZCO EL BLANCO PAN」
8)   感謝の賛歌 「SANTO SANTO SANTO」
9)   平和の賛歌 「OH CORDERO DE DIOS」
10) 拝領①  「A BARCA (主は水辺に立った)」
11) 拝領② 「SI YO NO TENGO AMOR」
12) 閉祭① 「HIMNO AL SENOR DE LOS MILAGROS」
13) 閉祭② 「SANTA MARIA DEL CAMINO」
14) 閉祭③ 「MARIA DE NAZARE」
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聖歌の楽譜

「VIENEN CON ALEGRIA」

「JUNTOS,COMOHER MANOS」
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聖歌の楽譜

「SEÑOR, TEN PIEDAD」

「GLORIA A DIOS DEL CIELO」
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聖歌の楽譜

「LOS PRECEPTOS DEL SEÑOR」

「ALELUYA DE TAIZE」
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聖歌の楽譜

「TE OFREZCO EL BLANCO PAN」

「SANTO SANTO SANTO」
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聖歌の楽譜

「OH CORDERO DE DIOS」

「A BARCA (主は水辺に立った)」
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聖歌の楽譜

「SI YO NO TENGO AMOR」

「HIMNO AL SENOR DE LOS MILAGROS」
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聖歌の楽譜

「HIMNO AL SENOR DE LOS MILAGROS」

「SANTA MARIA DEL CAMINO」
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聖歌の楽譜

「MARIA DE NAZARE」
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御ミサ 聖書朗読・共同祈願

第1朗読(民数記 11・25-29)

第2朗読(ヤコブの手紙  5・1-6)

福音朗読(マルコによる福音書   9・38-43, 45, 47-48)

共同祈願
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御ミサ

 多文化による共同体・ミサ、多くの教区が、ここ30年間準備してきた。
これからは、次のステップに進む新しい時になっている。

 その時に、子供や若者が教会に来なければ、未来が無い。
 ここに、大きな課題がある。

 ひとつの解決策が、“音楽”です。
（オカルト映画を見ても音楽が無いと怖くない( ´艸｀)）

 今日は、聖歌隊の歌がミサを一つにした。
聖歌隊の方々、ありがとう！

説教（山野内司教様）
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御ミサ 聖体拝領～閉祭

 聖体拝領後、山野内神父様から、神様が35年かけて神父様を通して、この日を準備してきたことが語られ、
 この日のために、準備をしてきた聖歌隊と奉仕スタッフにも感謝の言葉があった。新たなスタートが始まりである。

 また、来年(2025年)の10/4(土)に調布教会に再び集まり、ミラグロス祭(奇跡のキリスト)を行うことが
山野内神父様から発表があり、調布教会の窓口として、山城京子さんに奉仕頂くことが紹介された。

聖体拝領 山城京子さんを紹介する山野内神父様

奇跡のキリスト
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御ミサ ミサ後、全員での記念撮影
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御ミサ ミサ後、所属教会毎に記念撮影(東京教区、埼玉教区、横浜教区の３教区からの集まり）

所沢教会 成田教会

太田教会 常総教会
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御ミサ ミサ後、所属教会毎に記念撮影(東京教区、埼玉教区、横浜教区の３教区からの集まり）

甲府教会

本庄教会

平塚教会

伊勢崎教会



3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)

カトリック調布教会122

御ミサ ミサ後、所属教会毎に記念撮影(東京教区、埼玉教区、横浜教区の３教区からの集まり）

調布教会

都築教会

深谷教会

足利教会
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片付け 最後まで、ありがとうございました。
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 10月27日(日)に、お天気にも恵まれ、調布教会のグラウンドを使って、チャリティバザーが開かれました。
昨年よりも、新しく奉仕に加わった方が多く、共に歩み、交わることができたバザーになりました。

 その結果、
1）当日11時からの「みんなのミサ」に与った方の人数（約370人）
2）不安定な天候が続いた中での前日・当日のお天気（晴れ間もありました！）
3）来場者、特に子供達とご家族の人数とその笑顔、綱引き・玉入れの参加の子供人数77人以上
4）多くの献金と共に、大変多くの恵みを頂いた。
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 今年のバザーは、来年の聖年やサレジオ来日100周年への飛躍に向かって、「参加する人々がお互いに交わり、一緒

に歩んでゆくことが誰かを助ける、寄り添うチカラになっていく」 その輪が社会や地域に拡がっていくことを目指して、バ

ザーを開催することになった。
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当日のごミサのスケジュール
1) 8:00-9:00 , 9:30-10:30   通常ミサ ＠教会聖堂（日本語）
2) 11:00-12:00   みんなのミサ ＠教会聖堂（ベトナム語、英語、日本語）

当日のバザーのスケジュール
1) 12:00            ミサ閉祭後、サレジアン国際学園世田谷高等学校合唱部 聖歌合唱＠教会聖堂
2) 12:15            聖歌合唱終了後、正門マリア像前で開会宣言(テープカット)
3) 12:15-13:00  サレジアン国際学園世田谷高等学校合唱部 チャリティソング ＠サレジオグランド/雨天中止

4) 13:00-14:15  子供綱引き/子供玉入れ ＠サレジオグラウンド/雨天中止
5) 14:15- サレジオゲームコーナー OPEN ＠サレジオグラウンド/雨天時 ドン・ボスコホール
6) 14:30-15:15  和太鼓グループ 「童」 「響」 演奏 ＠サレジオグラウンド/雨天中止
7) 15:15-15:45  ベトナムチャリティダンス ＠サレジオグラウンド/雨天中止
8) 15:50           バザーでの販売終了
9) 16:30            撤収開始

10)18:00            撤収終了

 バザーの前日は曇り、当日は、小雨が降る時もあったが、概ね晴れて、全てグラウンドで行うことができた。
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 バザー案内図は、日本語以外に、ベトナム語、英語、スペイン語、ポルトガル語を準備した。
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 バザー案内図は、日本語以外に、ベトナム語、英語、スペイン語、ポルトガル語を準備した。

ベトナム語 英語

スペイン語 ポルトガル語
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 前日までに、以下の作業図を釜田さんが作成し、作業図に従って、皆さんで協力してテントなどの会場設営にあたった。



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 前日準備

カトリック調布教会130

 出店社リストは、以下の通り。

2024年バザー出店リスト
必要備品数

小机 　 B

机 机場所 ｶﾌｪ イス 電気 本 口数 人数 駐車

ﾃｰﾌﾞﾙ

1 A -01 B ボーイスカウト調布２団 お餅、やきそば、 青木敏 6 3 20A 1 2 6 4 教会大1

2 A -02 AorB ブラジル・シェラスコ料理 牛ﾗﾝﾌﾟ肉串焼350～400円　ﾁｮﾘｿｰｿｰｾｰｼﾞ同額 福山ﾏｻｼ 2 4 4 1台

2 A -03 A チマッティ食堂 ベーコントマトピラフ　200円 田中、 1 2 10A×1口 4 田中、牛山、矢﨑せ、樋口 1台

3 A -04 A 男性信徒グループ 生ビール、缶入りアルコール、ソフトドリンク 千葉比呂志 2 4 4 深堀、片瓜、土田 3 教会小１
4 A -05 A バザー本部 案内，募金、アナウンス 柏木、 1 3 屋外音響アンプ 3 滝口、柏木、橋本 専用４ 簡易2.4m角 又はｺﾐｭ借１

5 A -06 - 総合案内・救護所 救護所 林 1 1 3 林、 専用４ 簡易2.4m角

7 A -07 - リサイクルボックス 分別ごみ回収 根津佳子 2 4 4 3×3ｍ自前

9 A -08 B 英語ミサ フィリピングループ 焼きサツマイモ、焼きバナナ、マカロニスープ 金子ﾏﾘｱﾃﾚｻ 2 3 7 コンロ、トレイ持参 ※卓上防炎板用意 専用ペグ

8 A -09 B コオペラトーリ 手作りお菓子・お菓子詰合せ 片瓜かな江 1 3 4

10 B -01 B ﾄﾞﾝﾎﾞｽｺ海外青年ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ(DBVG)
ﾄﾞﾝﾎﾞｽｺ饅頭、やわらか焼、ポップコーン、のｊ販
売

Frｱﾝﾄﾆｵ.武
井

6 5 10 専用ペグ

11 B -02 B Don Bosco Oratorio（ドンボスコオラトリオ） 揚げ春巻 Frラップ 1 1 3 10
12 B -03 A 中高生会 ？ 堤神学生 2 1 4 えｒ 10 4 専用ペグ

13 B -04 A 青年会 わた飴 竹下修道士 2 2 6 電気3口 6 3

14 B -05 - 神学院・サレジオゲームコーナー 子供ゲームコーナー 堤神学生 3 1 8 4 3 教会小2

22 C -01 - 社会福祉協議会 パラスポーツ　ボッチャ体験コーナー 佐藤歩 2 4 5 2 ｺﾐｭ借１

C -02 - 調布フードバンク フードドライブ 安保久恵 2 4 4 2 ｺﾐｭ借２

18 C -03 B コーロ・ステラ 古着・リサイクル品、寄贈品 木下久美子 4 3 7 4 教会小３

17 C -04 B イエスのカリタス友の会 手作り焼菓子、食器、古着、他 藤原・片山 7 10 10 ブルーシート1枚 4（内ワゴン車×１ 4 教会大3

-05 B 日曜ミニバザーグループ 焼き菓子・ジャム、古着、・ﾘｻｲｸﾙ品・手作り品・既成食品 深堀正子 4

-06 B 含（エンブリオ基金、マンマ修道院） 寒天パパ、他 菊田律子

15 D -1 B ドンボスコ社 聖具、書籍、御絵、御像、等 Fr.岡本 4 4 3 2 教会小4

19 D -2 B アトリエこどもの森
子供たち手づくりキャンドル・,ポストカード、クッ
キー

中井麻家子 2 4 20 ｺﾐｭ借３

21 D -3 B NPO法人リフレッシュ工房 手工芸品（蜜蠟キャンドル、羊毛フェルト小物、布製品、カード類） 由良洋子 1 1 4 3 2 ｺﾐｭ借４
20 D -4 B NPO法人羽ばたく会 めじろ作業所 手作り作品（メモ帳、クラフト製品、袋、布製品）販売 大澤宏章 4 1 5 6 2 ｺﾐｭ借５

65 8 103 3 1 2 149 31

9 本部スタッフ、ミニ運動会、会場設備 坂本、土田、千葉、大橋、成島、中井、釜田、岩下、矢﨑ま 9 教会コンテナ倉庫 長机借用 数量
4 ﾋﾟﾗﾌ、ｼｪﾗｽｺ、ﾄﾞﾘﾝｸ、前売券、 藤永、石正、水野淳、幸田 10 コミュニティ文化財団から借用 ※10/28AM12:30グランド東北角の駐車スペースに着車、荷下ろし 9
5 ゲストパフォーマンス、救護、経理 木村さ、橋本和、井上、林、井原、（木村あ） 28 コンテナ倉庫 ｺﾐｭ財団借用 10

8 駐車場、警備、環境 牛山、木村あ、玉林、菊池、木下、（木村さ）、池村F×３ 10 ドンボスコホール（体育館） ｵﾗﾄﾘｵ倉庫 28

7 環境整備 根津、毛原、伊藤、山城、＋３ 8 チマッティホール 10
33 出演者 内容 代表者 8

18 サレジアン国際学園世田谷校 合唱部 須藤美香先生 スタンドマイク×４～５ 20人 予備

-15 童＆響　合同グループ 和太鼓演奏 須賀川様 マイクジャック×2口 30人 駐車場５台 65

ベトナムオラトリオグループ ダンス Fr.ラップ 13人

返却担当者 4 ①大テント　×　５張り　W5,400㎜　×　D3,600㎜　　※因みに梁高H2,000㎜

ｺﾐｭﾆﾃｨ財団（たづくり地下3階） テントウェイト（丸型10㎏） 38 4 ②小テント　×　５張り　W3,600㎜　×　D2,700㎜　　※Hは同じ

ワンタッチテント大 5 3 ③教会で購入したワンタッチ大テント×　張りW6.000㎜×D3,000㎜

テントウェイト（角型10㎏） 4 5 ④調布コミ財団から借用ワンタッチテント×５張り　W3,600㎜　×　D2,400㎜

長机（180㎝幅） 10 2 ⑤簡易2.4m角テント

社会福祉協議会 0 18
以上、今年は18張りのテントを使用する予定です。

星美幼稚園 紅白玉入れ
綱引きロープ

神学院 1
体育館用長机 10

屋外スピーカー用アンプ 1
屋外スピーカー 2
屋外用ベンチ 28
屋外用長机 28

金山油化 ガスボンベ（８ｋｇ） 1
直径32ｃｍコンロ　＋五徳 2
ゴムホーム、ガスコック、 2
調整器 2

長机×２、ブルーシートは持込み？

備品 ウェイト テント

小机は、マンマの段ボール倉庫

小机は、マンマの段ボール倉庫

ハンガーパイプ×6本、ブルーシート1枚

ﾜﾝﾀｯﾁ大2

※信徒から委託販売依頼増の場合、増机希望

ﾜﾝﾀｯﾁ大3

教会大2

机場所

教会倉庫

借用器材 借受け日時 受取り担当者 返却日時

合計

ドンボスコホール

ﾁﾏｯﾃｨﾎｰﾙ

マリア会室

神学院に使用許可届出済

11:30にドンボスコホール脇に着車

10/26 AM10:00 千葉・木下

竹下

10/27
AM9:00～

10:30
中井 10月28日 井原

竹下
滝口

7 10 15

10/26 AM10:00

中井
釜田
滝口

北島M 10/29終了時'

机持込

個人のブルーシート×1枚

教会大4

詳細未定

b.

C16

配置
ｴﾘｱ

献金
区分

プロパンガス

専用ペグ

ﾜﾝﾀｯﾁ大１

その他

根津、

本庄教会＋１＝4名

五徳×２付確認、東南角に3×3ｍテント張り



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 前日準備

カトリック調布教会131

 前日作業のスケジュールは、以下の通り。

会場設営準備スケジュール
準備日10月28日(土)　内容

時間 担当者

9:00∼10:30 金山油化からガスボンベ２セット受け取り 滝口

11:00～ 星美幼稚園で紅白玉入れ受け取り 千葉
木下

11:00～ 「たづくり」コミュニティ財団倉庫で受け取り　～　サレジオへ移送 中井
テントウエイト10㎏　×３０ 今村
テント（小）　×　１ 滝口
テントウエイト角型×４
長机　×　１０

12:30～ 帰着・昼食

13:00～ テントを倉庫から出し、部材を位置に配置（置くだけ、組み立ては後で） 中井

教会大テント ４幕 聖堂裏2幕（B-1、B-2）　 アトラス側2幕（B-3、B-4） 赤青テープ 赤テープ 赤黄テープ 新品 今村

教会小テント ４幕 聖堂裏1幕（C-2）　、アトラス側１幕（B-5）、オラトリオ側2幕（B-7、B-8) オレンジテープ 緑テープ 黒テープ 青緑テープ 滝口

教会簡易テント ２幕 東西横断道路側２幕（A-0）　　※本部用テントとして２幕使用 紺色袋 柏木さん
財団借用小テント １幕 東西横断道路側１幕（D-3、D-４）　　 ※2作業所用テントとして使用 木村彰さん

千葉

14:00～ 一部軽トラを使用し、ベンチ・長机・イス を各テント付近に配置（テント組立てに邪魔にならないよう） 藤代さん

宮崎香久さん
コンテナ倉庫（ｵﾗﾄﾘｵ）からベンチ×28本を、グランド中央の観客席に配置 オラトリオさん

※ﾌﾞﾙｰ網掛けは倉庫に近いので手運び可 井上
39台 B-1×8台 B-2×8台 C-2×4台 B-3×6台 B-4×2台 B-6×3台 B-5×4台 B-7×2台 B-8×2台

7台 C-1×3台 C-2×1台 C-3×1台 C-4×1台 C-5×1台
10台 D-3×2台 D-4×1台 D-1×2台 D-2×2台 A-0×2台 ｻﾚｼﾞｵｹﾞｰﾑｺ-ﾅｰ×1台
（10台） 予備机

合計 56台

教会倉庫からイス出し(予定数１１０脚）　各テント付近に配置　→　※各テントに設置の椅子の数はb.出店者リストの必要備品数「イス」の欄を参照 市位さん
今村知さん

14:30～ 机・椅子の雑巾がけ 木村哲さん
紅白玉の汚れ落とし 小林真さん

毛原さん
15:30～ 標識付け ・白線引き・パイロン×ゼブラポール ・一方通行

・トイレ ・駐輪場＆駐輪禁止 ・徐行、駐車禁止
　 のぼりの設置

15 :40～16:00 休憩

16:00～ テント立て
作業継続

A1会場案内図の設置
A4案内の設置 案内図前に小机上置き、聖堂後ろの机上

ストラックアウト、紅白玉入れの道具準備

17;00～ 状況確認と、当日早朝作業の確認

17:15～ 解散

19:00～ ミサ

内容

コンテナ倉庫(ｵﾗﾄﾘｵ)

教会ｺﾝﾃﾅ倉庫
ｺﾐｭﾆﾃｨ財団借用
ﾄﾞﾝﾎﾞｽｺﾎｰﾙ（体育館）



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 前日準備

カトリック調布教会132

 前日は、曇りだったが、雨は降らず、予定どおり、テント貼り等の準備を進めることができた。



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 当日準備

カトリック調布教会133

 当日午前中は、前日に設置したテントに出店者の方々が来訪者のために準備した。

チマッティ食堂・シュラスコ料理

スタッフとボランティアの朝礼

シュラスコ料理(ブラジルチーム)

バザー本部と救護所

男性信徒有志(生ビール、ソフトドリンク)

バザー本部

男性信徒有志(生ビール、ソフトドリンク)



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 当日準備

カトリック調布教会134

 本庄教会のマサシさん、都筑教会の竹内夫妻(ひさ子さん、シドさん)が本場のシュラスコ料理を振る舞ってくれた！

シェラスコ料理(ブラジルチーム)

シュラスコ料理(ブラジルチーム)竹内夫妻(都筑教会)

マサシさん(本庄教会)



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 当日準備

カトリック調布教会135

 当日午前中は、前日に設置したテントに出店者の方々が来訪者のために準備した。

DBVG(ドンボスコ饅頭、やわらか焼き、ポップコーン)英語ミサ・フィリピングループ

サレジアニコオペラトーリ(手作りお菓子、お菓子詰合 英語ミサ・フィリピングループ(焼バナナ、焼き芋、マカロニスープ)



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 当日準備

カトリック調布教会136

 当日午前中は、前日に設置したテントに出店者の方々が来訪者のために準備した。

キックターゲット

中高生会(クレープ、ミニドック、わらび餅)＆青年会(わた飴) 神学院サレジオゲームコーナー
①スーパーボールすくい
②パーラーサレジオ
③射的



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 当日準備

カトリック調布教会137

 当日午前中は、前日に設置したテントに出店者の方々が来訪者のために準備した。

調布市社会福祉協議会(ボッチャ)＆調布フードバンク

コーロ・ステラ(古着、寄贈品、リサイクル品等)

イエスのカリタス友の会(古着、食器、手作り菓子、他)



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 当日準備

カトリック調布教会138

 当日午前中は、前日に設置したテントに出店者の方々が来訪者のために準備した。

アトリエ子供の森
(子供達の手作りキャンドル等)

日曜ミニバザーグループ（古着、リサイクル品、手芸品、焼き菓子、ジャム、食品等)

アトリエ子供の森

ドン・ボスコ社(聖品・書籍等)



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) みんなのミサ

カトリック調布教会139

 聖歌隊の木村さんが、バザー委員として、ベトナム人のコミュニティの方々と英語ミサのコミュニティ方々と協議を重ねて、典礼委員の今田さ

んと連携し、下記の企画書(みんなのミサ(international mass))を纏められました。3つのコミュニティが集まっての合同ミサは、調布教会

では初めてで、神様の豊かな恵みが、聖霊と共にあったことを参列者も感じたのではないかと思います。

言語 備考

ミサの式文 日本語・ベトナム語 司式：山野内神父、ラップ春山神父

入祭の歌 典172「わたしたちは神の民」 日本語 聖歌隊と合唱部、（指揮木村・伴奏竹下）（英語グループ担当以外は伴奏すべて竹下）

いつくしみの賛歌 英語F　P61「キリエ」 ラテン語 英語グループと聖歌隊と合唱部（歌える人）（指揮・伴奏英語G）

栄光の賛歌 Kinh vinh danh ベトナム語 ベトナム語グループ　（指揮Srアンナ・伴奏竹下）

第１朗読 エレミヤ31・7-9 英語 応唱「神のみことば」⇒「Thanks be to God」

答唱詩編 典154①②③「涙のうちに種まく人は」 日本語 聖歌隊と合唱部　（指揮木村・伴奏竹下）

第２朗読 ヘブライ5・1-6 ベトナム語 応唱「神に感謝」⇒「Tạ ơn Chúa」「タ　ウン　チュア」

アレルヤ唱 典273（30B） 日本語 聖歌隊と合唱部、アレルヤだけは全員で歌う。（指揮木村・伴奏竹下）

福音朗読 マルコ10・46-52 日本語・ベトナム語
日本語の後ベトナム語で。当日の聖書と典礼(日本語)とベトナム語と英語を別途配布。朗読
後の応唱は一斉に各国言語で唱える。

説教 日本語・ベトナム語 アンヘル神父様日本語の後、ラップ神父様がベトナム語で

信仰宣言 使徒信条 日本語 他の言語は心の中で（一緒に）

① 日本語 各国の言語で唱え、応唱もその言語で唱える。意向は連絡。

② ベトナム語 各国の言語で唱え、応唱もその言語で唱える。意向は連絡。

③ 英語 各国の言語で唱え、応唱もその言語で唱える。意向は連絡。

④ ？ 各国の言語で唱え、応唱もその言語で唱える。

⑤ ？ 各国の言語で唱え、応唱もその言語で唱える。

⑥ ？ 各国の言語で唱え、応唱もその言語で唱える。

奉納の歌 英語F　P47「One Bread, One Body」 英語 英語Gと聖歌隊と合唱部　（指揮・伴奏英語G）

奉納者 日本の方
奉納者 ベトナムの方
奉納者 英語Gの方

感謝の賛歌 典618 日本語 聖歌隊と合唱部　（指揮木村・伴奏竹下）

主の祈り 日本語・ベトナム語 日本語で唱えた後、ベトナム語で唱える。

平和の賛歌 典619 日本語 聖歌隊と合唱部　（指揮木村・伴奏竹下）

拝領の歌①曲 Tinh Yeu Chua ベトナム語
ベトナム語G。歌を聖体拝領より先に歌う。歌い終わってからラップ神父様から聖体拝領。
（指揮Srアンナ・伴奏竹下）

拝領の歌②曲 典156「めぐみのパン」 日本語
聖体拝領の後、ベトナム語Gの後に歌う。終わりまで。（指揮木村・伴奏竹下）

カ 621　「あめのきさき」 日本語
1番（聖歌隊と合唱部）（指揮：１番～3番まで指揮木村・伴奏竹下）

英語F　P39 IMMACULATE MARY
（メロディは「あめのきさき」と同じ）

英語
2番（英語G、聖歌隊、合唱部）
歌は、IMMACULATE MARYの一番目の歌詞

ベトナム語の「あめのきさき」 ベトナム語 3番（ベトナム語G）（ルルドの聖母の歌詞）

（配置コメント）：座席は、祭壇を前にして、一番左のブロックは進行係と聖歌隊、左から2番目のブロックの前列から1列～3列が英語グループ、4列～7列が合唱部、8列目～後方全部ベトナム語グループ。
左から3番目のブロックの前半は子供グループ。一番右のブロック前半は敬老グループ。一般席のイスが50脚追加。英語グループが伴奏するときは、一番左のブロックの座席の前のスペースで、ギター、
フルート、キーボードで伴奏。

                                         みんなのミサ企画書（2024年10月27日11:00)                                                           20241019

聖歌番号等

共同祈願　

閉祭の歌



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) みんなのミサ

カトリック調布教会140

 3つのコミュニティ(日本人、ベトナム人、英語圏の方々(フィリピン人,イギリス人等)が一同に介してのミサが、ラップ神父

様と山野内神父様との共同司式で行われた。

第1朗読(英語)
エレミヤ 31・7-9

答唱詩編(日本語) 第2朗読(ベトナム語)



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) みんなのミサ

カトリック調布教会141

 3つのコミュニティ(日本人、ベトナム人、英語圏の方々(フィリピン人,イギリス人等)が一同に介してのミサが、ラップ神父

様と山野内神父様との共同司式で行われた。

奉献 聖体拝領 聖体拝領

福音朗読(日本語/ベトナム語)
マルコ 10・46-52

説教(日本語/ベトナム語) 奉納



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) みんなのミサ

カトリック調布教会142

 【山野内神父様のお話】

・イエス様がバルティマイを癒し、イエス様の弟子に繋げたように、イエス様はいろいろなものを繋げている。

・繋がっていると、ものの見方が変わってくる。

・神様は、この恵みを創ってくれている。居場所を与えている→“ここに居てもいいんだよ！”

・私たちは、何で繋がっているのか？（どのように内面で繋がっているのか？）

・言葉だけで繋がっているのか？→心で繋がっている。

・心に本質があり、心が本物であれば、心の中で喜び、繋がることができる。

・バザーでのダンス、食べ物、集まり→ひとつひとつが神様の与えた恵みです。

・今日、バザーを通して、心の中に落ちたイエス様を10,20,30年後に思い出すことでしょう。これが神様の恵みです。

聖体拝領聖体拝領



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) みんなのミサ

カトリック調布教会143

みんなのミサ聖歌集

 木村夫妻の取り纏めにより、各コミュニティ(日本、ベトナム、英語)が協力し、みんなのミサの聖歌集を作り上げた！



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) みんなのミサ

カトリック調布教会144

みんなのミサ聖歌集

 木村夫妻の取り纏めにより、各コミュニティ(日本、ベトナム、英語)が協力し、みんなのミサの聖歌集を作り上げた！



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) みんなのミサ

カトリック調布教会145

みんなのミサ聖歌集

 木村夫妻の取り纏めにより、各コミュニティ(日本、ベトナム、英語)が協力し、みんなのミサの聖歌集を作り上げた！



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) みんなのミサ

カトリック調布教会146

みんなのミサ聖歌集

 木村夫妻の取り纏めにより、各コミュニティ(日本、ベトナム、英語)が協力し、みんなのミサの聖歌集を作り上げた！
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カトリック調布教会147

みんなのミサ聖歌集

 木村夫妻の取り纏めにより、各コミュニティ(日本、ベトナム、英語)が協力し、みんなのミサの聖歌集を作り上げた！



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) みんなのミサ

カトリック調布教会148

みんなのミサ聖歌集

 木村夫妻の取り纏めにより、各コミュニティ(日本、ベトナム、英語)が協力し、みんなのミサの聖歌集を作り上げた！



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) バザー開幕！

カトリック調布教会149

 山野内神父様の祝福とテープカットにより、バザーが開幕した！



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) バザー開催中

カトリック調布教会150

 グラウンドでは、小雨の中での合唱スタートであったが、その後、晴れ、彼女達の歌声がグラウンドに響いた！

午前中の練習風景

グラウンドでの第2部開演

サレジオ国際学園世田谷校合唱部聖歌合唱

11時のミサ後、開演

小雨のち、晴れ



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) バザー開催中

カトリック調布教会151

 綱引きは、今年からの新種目。幼稚園生から小学生まで、真剣勝負で想像以上に盛り上がりました！

用意はいいかな？

それでは、位置について！

綱引き

ソーレ！ソーレ！

２回戦開始！ソーレ！ソーレ！

勝った！



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) バザー開催中

カトリック調布教会152

 昨年同様、幼稚園生から小学生まで、真剣勝負で盛り上がりました！

用意はいいかな？

紅組は、少年野球の子が多くて有利？

玉入れ

1，2，3，・・・・

終わったら景品を持って帰ってね！

紅組の勝ち！

1，2，3，・・・・



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) バザー開催中

カトリック調布教会153

 今回、初めて参加して頂き、大迫力の演奏に、観衆は魅了されました。

準備の為に下打合

ステージに配置された太鼓達

和太鼓グループ 「童」 「響」 演奏

大迫力の太鼓と笛

かっこいい！

子ども達も大人達と一緒に凜々しい！

威風堂々！



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) バザー開催中

カトリック調布教会154

 今回、初めて参加して頂き、美しい演技と心のこもった歌と踊りに、観衆の皆さんと一緒に盛り上がりました！

とにかく美しい！

合わせる！

ベトナムチャリティダンス

舞う！

踊る！

歌う！

揃う！



3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) 環境整備

カトリック調布教会155

 前日に手洗い場を整備し、当日は、参加者にゴミの分別を促し、環境意識を高める活動を展開した。。

ゴミの分別処理を促すスタッフ

ゴミ処理場がひとめで分かる“のぼり”も設置
（リサイクルボックスの設置）

手洗い場の設置・整備 消毒液等の設置



アンケートまとめ

良かった点・継続したいこと 課題点・改善したいこと

１．「みんなのミサ」 １．「みんなのミサ」を同日にするか否か

２．今までに見たことないお客様、親子連れ ２．バザーの開始時間（意見多数）

来場者や子供達に楽しんでもらえた

売上増から見込める来場者数の増加 ３．食券販売方式と行列

３．グランドでのパフォーマンス・アトラクション ４．バザー告知のホームページ掲載なし、はなぜ？

サレジアン国際学園合唱部

ベトナムオラトリオのパフォーマンスと撤収協力 ５．飲食店舗の不足（中高生会メニューの即売切れ）

和太鼓 内外に共通の感動 EX：子供達が即食べられるランチ向きメニューの提供？

ミニ運動会 子供達の歓声、笑顔、元気

６．食品販売店舗の配置場所考慮（日差しの影響）

４．ボランティアの増加（今年も新たなメンバーが・・・）と継続意向

自発的な取り組み（女性陣が自発的に設営準備） ７．出店・出品ルールの徹底　

EX：ハロウィンキャラ、開場前の事前販売

５．環境ステーションの配置と効果

全出店者がテントでグランド内に十分な広さで出店 ８．駐車場・駐輪場誘導係の配置と人数

事前準備への評価感謝（テント・机・椅子など）

９．出店者や協力者が気軽に申し込める方法

10．ドローンの無許可飛行は危険

3.9 チャリティバザー in 調布サレジオ（2024.10.27) アンケートのまとめ

カトリック調布教会156

 今回のバザー委員、ボランティア、出店者の方々から良かった点・継続したい点、課題点・改善点をアンケート形式で

提出して頂き、下表のように纏め、次回以降のバザーの発展に向けて、バザー委員は解散となった。お疲れ様でした！

✟皆さんと共に神に感謝！



3.10 調布教会の子供達のための七五三のお祝い (2024.11.10)

カトリック調布教会157

 11月10日（日）9時30分のミサの終わりに、七五三を迎えたお子さん達に山野内神父様より祝福が与えられました。

 来年、来日100周年を迎えるサレジオ修道会ですが、最初に日本に来られた宣教師、ヴィンチェンツォ・チマッティ神父
様が作曲された「うちのこねこ」を皆で歌いました。子猫に扮した竹下修道士の何とも言えない動きと、猫のカチューシャを
付けた山野内神父様の姿に、子ども達は大喜びでした。



3.10 調布教会の子供達のための七五三のお祝い (2024.11.10)

カトリック調布教会158

お菓子と共に配られたカード
（日曜学校リーダ作)

 おメダイとお菓子もいただき満面の笑顔で記念撮影を行いました。将来の教会を担う子ども達が、ご家族の愛情を受け
て健やかに成長されますように祈りましょう。



3.11 信徒総会（宣教司牧）  (2024.12.01) 事前準備

159

 牛山さんが、下記レジメを山野内神父様と教会委員と協議しながらドラフトアップした。準備よければすべてよし！

カトリック調布教会



3.11 信徒総会（宣教司牧）  (2024.12.01) 当日本番

カトリック調布教会160

 12月1日（日）午後1時より2024年度秋の信徒総会が行われ約80名が参加しました。この総会では、セッション1
セッション2に分かれ、セッション1 では事前にテーマとサブテーマのいくつかを提示して、各自が興味のあるグループに参
加していただくよう準備しました。

 メインテーマ ： 青少年司牧を中心とした調布教会、オラトリオの霊性をもって、共に歩める人を育てる教会として、ど
のように考え行動してゆくか？

 サブテーマ ： ①教会行事（地域との関わり）

②青少年司牧（他の世代との交流）

③典礼奉仕（奉仕の精神の育成）

④財務・総務・営繕（教会施設環境の活用）

⑤巡礼教会（ホスト教会の役割）

 主任司祭より： 来年の聖年、サレジオ百周年に向けて、この総会は１年の締めくくりとして良いタイミング。
・互いに思いを表現し、意見を出すシノドス的な総会にしたい。
・バチカンも同じように少人数→全体の話し合いを繰り返している（霊における会話の実践)。
・神がなさりたいことに基づいてデザインし、プロジェクトとして実践しましょう。

 アヴェマリアの祈りで開始



3.11 信徒総会（宣教司牧） (2024.12.01) セッション1のまとめ

カトリック調布教会161

1．行事
・外向き、内向き両方の掲示板・伝言板を活用してはどうか？
・行事係が食事係化している。コロナ後一気に行事の数を戻しているが、
もう少し緩やかに増やしていったほうが良いのではないか？
・食事を出す機会が増えているが衛生面を気をつけなければいけない。
・お葬式などを通して、地区のつながりが大事だと思った。
・聖劇ができると良い。

2．青少年司牧
・縦横のつながり、つながりを増やすイベントが必要。６教会スタンプラリーなど。
・日学、中高生会、青年会の手伝いは、部分的に奉仕できるようになっていると良い。
・オラトリオのことを理解できていない、知りたい、関わりたい。
・調布教会はオラトリオの霊性を全面に出せる良さがあるが、反面外からわかりにくい。
・調布教会の施設を活用して、子供が子供（友が友）を連れてくるようにできると良い。

３．典礼
・手伝いをしてみたいが、よくわからない。
・各ミサでそれぞれに担当が別でも良い
・来年以降募集を開始したい
・会衆が歌うためにアナウンスを入れる
・聖堂掃除は手順が増えているが参加者は減っており協力者が必要。
・テーマごとに分かれる今回の総会方式は意見出しやすので、今後もやってほしい。



3.11 信徒総会（宣教司牧） (2024.12.01) セッション1のまとめ

カトリック調布教会162

 ４．財務・総務・営繕
・駐車場が２つになり、管理をどうするか。駐車証発行、
看板を立てる必要あり
・外の掃除、植栽整備を計画的にやるべき、また実施の際は情報の
周知が必要。
・防災は地域の人のことも考え、備蓄が必要。
・救護スペースを今後確保し、整備が必要
・外国籍、他教会の信徒など、献金ができるような対応が必要

５．巡礼
・調布教会は１３のうちの一つの教会として認定、12月２１日が開幕
・巡礼は何をやっているのか、よくわからない
・聖年の事がよくわからない
・広報のあり方が問題
・免償、巡礼が何かを調布教会信徒がわかるように、また巡礼奉仕で
何ができるか感じることができるため、復活祭前の１−４月に
４回予定を組んでいる。
・1月18日(土)が第一回目。
・個人・団体の対応、宿泊・食事なども配慮・準備する必要があり、別途連絡したい。



3.11 信徒総会（宣教司牧） (2024.12.01) セッション1のまとめ

カトリック調布教会163

主任司祭よりセッション１の総括：
・わたし、あなた、わたしたち、で、コミュニケーションができ、シノドス的な教会を感じる事ができたことを感謝する。
・広報に関しては一考が必要と思う。
・聖年、全免償、オラトリオの説明。
＜聖年＞喜び。かつては奴隷解放や借金の帳消しなどだった。５０年毎が２５年毎になった。

私たちは希望の巡礼者であり旅人。
＜全免償＞罪と罰があり、罪は告解で許され、免償されるのは罰。例えば釘は抜くことができるが穴が残る。

 これを埋めるのが免償。夫婦喧嘩で仲直りしても、喧嘩の時に投げた皿などを片付けなければいけない。
＜オラトリオ＞サレジオの霊性。イエスを受け入れ、信仰に基づく弟子として人間が成熟するための学びの場所、

良き関係を作る中庭。

委員長総括：
自分ファーストで考えない。わたし、あなたの違いを話して共有することが大事。



3.11 信徒総会（宣教司牧） (2024.12.01) セッション2のまとめ

カトリック調布教会164

セッション２：

1. 第二駐車場

2．共同墓所
・現墓所367基は完売。第二の区画が見つかり574万円で購入済み。現墓所より手前で道沿い。
・現在は区画購入のみで、詳細はこれから検討。

3．ホームページ
・今月から新ホームページ公開。巡礼の申し込み対応などできるようになる。

主任司祭締めくくり：
・病気の人、教会に来なくなった人のため、また葬儀にきちんと時間を設けたい。

お祈りにて終了。



3.12 馬小屋(プレゼビオ)作り (2024.12.01)  

カトリック調布教会165

 2024.12.1(日)に、山野内神父様の祝福を皮切りに、馬小屋作りが、ベトナムの青年有志によってスタートした。

神父様の祝福でスタート！ 12/1の昼過ぎからスタートして、その日中にほぼ完成、すごいパワーです！

12/2(月)の状態 完成状態



3.12 馬小屋(プレゼビオ)作り (2024.12.01)  

カトリック調布教会166

 ベトナムの青年達が、イエス様とマリア様/ヨゼフ様の聖家族を光として観ていることがよくわかる。この後、待降節、

降誕節を通して、この馬小屋の前で、大勢の方々が温かい気持ちになったことは言うまでもない。ありがとう！



3.13 チャリティ クリスマスミニコンサート  (2024.12.15)

カトリック調布教会167

 12/15(日)の午後、コンチェルト・ディ・チマッティ(チマッティ・オーケストラ)と聖歌隊との合同のチャリティコンサートが教会

聖堂で行われ、約100名程が集まり、豊かな時間を持った。



3.13 チャリティ クリスマスミニコンサート  (2024.12.15)

カトリック調布教会168

司会 お話と音楽

アンサンブル・ルーチェ 聖歌隊 コンチェルト・ディ・チマッティ



3.14 待降節 黙想会  (2024.12.21)

カトリック調布教会169

 クリスマスの準備のために調布教会信徒及び外国籍の信徒の方々を対象に、以下のスケジュールで黙想会が行われ

た。参加者は、約130名程度で、調布教会からの参加者は、約30名程度。

 第2駐車場のオープン記念日ともなり、他教会の方々に、優先的に使って頂いた。

 当日のスケジュール（実績）

1）  9:00-10:00 ： 参加者受付＠チマッティホール

2）10:00-10:30    ： 霊的講話(山野内神父）＋聖歌

3）11:00-12:00     :   ゆるしの秘跡(山野内神父、ラップ神父、武井神父)＆黙想(各自) 

告解室：聖堂告解室、聖堂香部屋、聖堂泣き部屋）

黙想場所(沈黙)：聖堂、ルルド、チマッティ神父様地下聖堂、チマッティ資料館等

4）12:00-12:45     :   昼食（各自持参または、希望者へのお弁当(有料)の配布）

5）12:45-14:30     :   分かち合い（小グループ、全体＠チマッティホール）

小グループの分かち合いの部屋（9室）

チマッティホール1,2、小聖堂、ヨゼフ会室、マリア会室、教理室、高校生会室

中学生会室、青年会室

6)  14:30-15:30     :  御ミサ

7）15:30               :  ミサ終了後解散



3.14 待降節 黙想会  (2024.12.21) 霊的講話

カトリック調布教会170

 山野内神父様から各自の黙想＆ゆるしの秘跡に向けて、以下の霊的講話があった。

（黙想における沈黙とは、ただ黙っている状態ではない。沈黙とは、言葉(イエス)で一杯になっている状態＝イエスの現存と一体となって

いる状態 である）

 主の降誕における羊飼い達の歩みに思いを巡らせ、3つのポイントについて黙想してみましょう。

①光を恐れない

②ベツレヘムに戻る

③そこにある命(イエス様)に触れる

 ①光を恐れない

人間は、光の無いこと(暗闇)に慣れてしまっている。この光とは、真理の光(いつくしみとも言う)、無償のもの。この光に包まれている状態は、

生きていること。生きていることが、恵みであることを感じさせてくれる。羊飼い達は、驚いたが、この光を恐れなかった。

②ベツレヘムに戻る

羊飼い達は、宿屋(特別な所)に行かなかった。マリア様は、そういう特別な宿屋をイエス様に提供できなかったが、自分の心をイエス様

に提供した。イエス様(神の子)が最初に休んだ飼い葉桶は、特別な所では無く、日常生活の中にという象徴である。

“ベツレヘムに行く＝日常生活に目を向けて、その意義を振り返る”（何のために私たちは生きているか？）

③命(イエス様)に触れる

神に触れるとは、神のコンセプト(教え)に触れる事では無い。命に触れると“ぬくもり”を感じる。神が人となられたのは、苦しみに関して

説明しにきたのでは無くて、人と一緒に苦しみを共にするために来たのが神である。生きる神秘にあたって、こう生きたら良いとかを説明

するために、イエス様は人となっていない。神自身が、人となって冒険をされた。この命を触れるということは、命のぬくもりを実感すること。

この命のぬくもりを実感する時は、“愛される時”“愛した時”である。この実感を体験した人達は、違う人生を歩み始める。

 浜松教会の“そうし君”の話

500グラムの赤ちゃん(手のひらサイズ)が保育器の中に入れられ、管に繋がれていた。その子に洗礼を授けた時、数値が上がったのを母親

が見て、母親は、“この子は大丈夫”と確信を持ったとのこと。今は、そうし君は元気な男の子になっている。この時、命(イエス様)に触れた

は、子どもだけで無く、母親も同じように触れ、光に包まれたと思う。命に触れるとは、こういうこと。

 



3.14 待降節 黙想会  (2024.12.21) 霊的講話

カトリック調布教会171

 ゆるしの秘跡（マルティナ枢機卿様のビジョン）について

①神をたたえる（ありがとう！）

どういう恵みを頂いてきたのか？ 何を感謝すべきか？ を感謝しなければならない。

羊飼い達のように温まる、安心できる状態。

②十分に応えていない（ごめんなさい・・）

しかし、私は、十分に生きていない、応えていないものがある。

しかし、イエス様の光に包まれているなら、言えるようになるのでは無いでしょうか？

③私は信じます。（約束します）

私が変わることを信じていますか？ そして、周りも変わってくれるとを信じでいるのですか？

そういうことに確信を持つのでは無い。ではなくて、私が変わらなくても、神は、傍にいて下さる

ということを信じること。これで、また、罪を犯しても良いということでは無い。

こういう確信を持っていれば、新しい課題とか問題とかが訪れても大丈夫だということ。私は、一人では無い。

讃美告白(Confessio Laudis)
頂いている恵みに感謝することです。
どういう恵みを頂いていますか？
神様の恵みより、神様に感謝しましょう

生活に至る告白(Confessio Vitae)
私たちは愛されています。沢山の恵みを頂いています。
しかし、十分に応えていません。悔い改めたいです。
主よ、いつくしみを注いでください。

信仰告白(Confessio Fidei)
悔い改めて神さまの導きに応えていきたいです。
私は弱い人ですが、神さまの愛の力を信じています。
これからも、いつも共にいて助けてくださることを信じています。



3.14 待降節 黙想会  (2024.12.21) ゆるしの秘跡＆分かち合い

カトリック調布教会172

赦しの秘跡を静かに待つ方々 全体の分かち合い

 ゆるしの秘跡は、10時から始まり、スペイン語、ポルトガル語、日本語の3カ国語で、山野内神父様、ラップ神父様、武井神父様の3人で

行われたが、全員が終わったのは、14時頃になった。約100人近くの方々が、ゆるしの秘跡に与ったのではないだろうか。

 ゆるしの秘跡が長引いたため、分かち合いに参加できなかった方もおられたが、各自が各々に必要なお恵みとメッセージを神様から頂いたの

ではないかと思います。

 13時前から始まった小グループの分かち合いでは、初めてこのような分かち合いに参加された方、ゆるしの秘跡を分かち合って頂けた方、

生きていくことの苦しさを分かち合って頂けた方、人との繋がりを大切にしたい心を打ち明けてくれた方など、様々なイエス様との出会いを

分かち合い、お互いの命(イエス様)に触れ合った時間となった。

 全体の分かち合いでは、9グループが全てチマッティホールに集まり、各々のグループの分かち合いのサマリーを聴いて、分かち合いを深めた。



3.14 待降節 黙想会  (2024.12.21) 御ミサ

カトリック調布教会173

御ミサ前 第一朗読：雅歌2・8-14

福音朗読：ルカ1・39-4答唱詩編：典4635詩編33・12+13、20+21



 ぶとうの香りが放たれている。ぶどうがぶどう酒になることは、幸せの象徴である。

 第一朗読の雅歌では、恋しい人が愛している人に出会った時の状態が表現されている。

これは、神様と私たち共同体のことである。しかし、そこには名前がない。

 一方、福音書(ルカ)に目を留めると、そこには、声をかける人、その声で出て来る人が

いる。表に出てくる顔は、マリアとエリザベトであるが、その裏に、マリアを動かしているのは、

イエスである。イエスが恋しい人である。愛されている人(恋人)は、エリザベトであるが、

そこに教会というものがある。すなわち、それは、私たちひとりひとりということ。そうすると、

あの場所(山を越えての3日間の旅路)が“アイカレント”になっている。これは、ぶどう園

の泉ということ。水が湧き出て、そこにある“ぶどう(命)”が育って、そこが実って、ぶどうに

なって、そして、ぶどう酒になって、ぶどう酒が幸せをもたらしてくれる。

 “アイカレント(エンカレント)”という言葉。この場所(調布)がアイカレントですか？ それとも、このような状態(水が湧き出るようになった自

分)がアイカレントですか？ アイカレントとは、自分の中にある命(泉)が湧き出て、それが自分を育てて、それが幸せになっていくというプ

ロセスがアイカレントではないでしょうか？

 今日、調布教会の外から来られた方(マリア)は、何を持って来られましたか？ それは、イエス様でしたね。一方、調布教会の方(エリザベト)

は、外から来られる方に会って、皆さんの内面は、喜び踊っていますか？ 今日の分かち合いで、そのような確認ができたのではないですか？

分かち合いのまとめとして、私→あなた→私たちで、命がどんどん湧き出てくると、私たちになっていくということを実感すること。

 今日、どういう喜びを感じたのですか？ 喜び踊るということは、軽くなるということ。私たちが出会い、その内面の命が出会うと、こういう“ア

イカレント”という状態になる。すなわち、神様が登場する。そして、その恵みが教会共同体に拡がっていくことになる。

 今日、皆さんは、ここに来て、心が神様の心に染まって帰っていくと思いますが、各々の教会共同体に戻った時に、こういう命の喜びを皆さん

のところに届けて下さい。そうすれば、今日の喜びが、また、他の人の喜びになって、今年のクリスマスは、違うクリスマスをお祝いすることになる

と思います。

3.14 待降節 黙想会  (2024.12.21) 御ミサ（説教）

カトリック調布教会174



3.14 待降節 黙想会  (2024.12.21) 御ミサ

カトリック調布教会175



3.14 待降節 黙想会  (2024.12.21) 御ミサ後の集合写真

カトリック調布教会176



3.15 子どもクリスマス会  (2024.12.22) 

カトリック調布教会177

 教会聖堂で、14時30分から、教会の子ども達をはじめ、星美幼稚園の園児、晃華学園小学校シャミナード会の児童、

隣のマンション(アトラス)のお子さんがいらっしゃるご家庭をお招きして行われた。

 初めて、教会聖堂へ入られる方も多くおられ、お一人おひとりの心の中で、イエス様の降誕を通して、神様との出会いを

感じた喜びに満ちた時間になったのではないかと思います。

 堤神学生を中心に企画・立案が行われ、竹下修道士、日曜学校・中高生のリーダが子ども達をリードして纏め上げた。



3.15 子どもクリスマス会  (2024.12.22) 

カトリック調布教会178

お楽しみ会（くじ引きによるプレゼント）

本物のサンタ登場に会場は大盛り上がり(騒然）！ あめのみつかいを最後に合唱



3.15 子どもクリスマス会  (2024.12.22) 

カトリック調布教会179

本物のサンタが子ども達にプレゼントを配る サンタとの記念撮影に行列ができた！

サンタとの記念撮影（楽しい思い出作り）馬小屋大活躍！



3.15 子どもクリスマス会  (2024.12.22) 

カトリック調布教会180

サンタは、実は、山野内神父様の姪っ子(お母様の孫娘)のご主人
お二人は、たまたま、結婚式のため、アルゼンチンから来日していた。



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(11/13)

カトリック調布教会181

 11/13(水)に、行事委員と聖歌隊を中心としたスタッフ(橋本夫妻,木村(恵)さん,吉川さん,上村さん,井上,山野内神父様)の第1回目

の打合が行われ、以下のコンセプトでクリスマスのための聖劇を行うことになった。

1）調布教会という器に生まれる命(イエス様)を御ミサの参加者に体験してもらう

(イエス様は通常の宿屋では生まれなかった。違う器(飼い葉桶)で、違う命(神の子)が生まれた）

2）羊飼い達(世の中では枠外の人達の象徴)は、光に包まれて、主の降誕が告げられ、告げられただけではなく、告げる人になっていった。

3）主の降誕は、天と地が繋がるイベント(天には栄光、地には平和→シャローム！）

4）命(イエス様)を実感しやすいイベントにする（御ミサの参加者が温かい気持ちを実感する）

→光(聖年の4色の光にする）→幼子と同時に4つの光(羊飼い)が入場し、光を感じてもらう。

→サレジオ会来日100周年を祝って、チマッティ神父様が登場する→子猫を歌って、踊って、平和を再現

→3人の博士が登場して、プレゼントを子ども達に配り、神様からの贈り物を実感してもらう。

 役割分担は、以下のとおりとなった。

1) 総監督  ：山野内神父

2）監督             ：橋本和子

3）台本・ナレーター：上村祐子

4）音楽             ：橋本信、吉川真美、木村恵美子、上村幸一郎

5）衣装             ：丸山和美、梅村百合子、石垣陽子

6）マリア様          ：原めぐみ

7）ヨゼフ様          ：高橋大樹

8）羊飼い           ：上村希、上村豊、佐々木花乃、木戸遙

9)  チマッティ神父様：橋本信

 10) ラクダ使い       ：牛山憲一

11) ラクダ            ：上村翼、池田麦人

 12) ３人の博士     ：木村哲(日本人)、ニンファ（スリランカ人）、セルヒオ（アルゼンチン人）

13) 星               ：高田恵也

14) 子猫   : 竹下修道士

 15）雑用・記録     ：井上学



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)

カトリック調布教会182

聖劇の台本



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)

カトリック調布教会183

角笛の練習凜々しい立ち姿博士の笑顔！

羊飼いへの衣装合わせ

博士への衣装合わせ

リハーサル前の打合せ風景



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15）

カトリック調布教会184

監督による演技指導！

監督による演技指導！ マリア様とヨゼフ様

ラクダへの変身前

ラクダへの変身後

リハーサル前の打合せ風景



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)

カトリック調布教会185

ヨゼフ様への衣装合わせ

ヨゼフ様への衣装合わせ 羊飼い達

博士への衣装合わせ

リハーサル中

チマッティ神父様のピース



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)

カトリック調布教会186

ナレータの練習

入場のリハーサル

リハーサル中

ラクダとヨゼフ様



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)

カトリック調布教会187
リハーサルが終わって、ほっと一息、お疲れ様でした！



3.15 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/当日準備(12/24)

カトリック調布教会188

ゴージャスな髭の博士 星の衣装合わせ

チマッティ神父様

チマッティ神父様

星



3.15 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/当日準備(12/24)

カトリック調布教会189

博士の衣装合わせ（セルヒオさんが高い！） ラクダの休憩

ラクダの衣装合わせ



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/当日準備(12/24)

カトリック調布教会190 各パートの入場練習

羊飼いの衣装合わせ（丸山さんと上村兄・妹）



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/当日リハ(12/24)

カトリック調布教会191

チマッティ神父様と子猫への演技指導

奉納のリハーサル

ラクダの入場練習 オープニング練習

オープニングの摺り合わせ



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時

カトリック調布教会192

御ミサ開始前のアナウンス 司祭入場 入祭の歌

マリア様・ヨゼフ様・イエス様・羊飼い入場



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時

カトリック調布教会193

蝋燭に入灯 第1朗読：イザヤ9/1-3,5-6 答唱詩編：詩編96/1+2,11+12

第2朗読：テトス2・11-14

福音朗読：ルカ2・1-14

説教：次ページによる



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時 説教

カトリック調布教会194

 下記の絵をスライドに上映しながら、次の語りが朗読され、降誕の意味を会衆伝えた。



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時

カトリック調布教会195

奉納行列

感謝の典礼

聖体拝領



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時

カトリック調布教会196

聖体拝領

聖体拝領 閉祭



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時 聖劇本番

カトリック調布教会197

チマッティ神父様の入場と挨拶(インタビュー）

ラクダ使いとラクダが踊って入場
3人の博士が星の導きで入場



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時 聖劇本番

カトリック調布教会198

3人の博士が星の導きで入場し、イエス様に黄金・没薬・乳香を献上

3人の博士が星の導きで入場し、イエス様に黄金・没薬・乳香を献上 子猫を呼ぶナレーター



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時 聖劇本番

カトリック調布教会199

3人の博士の自己紹介とインタビュー 3人の博士によるプレゼントの配布



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時 聖劇本番

カトリック調布教会200

3人の博士によるプレゼントの配布 侍者・羊飼い・ラクダ・ラクダ使い 派遣の祝福！

山野内ファミリー！



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠16時 聖劇本番

カトリック調布教会201 出演者全員で記念撮影（お疲れ様でした!)



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠21時/みんなのミサ

カトリック調布教会202

 調布教会で初めてベトナム語ベースの英語、日本語の3カ国語の“みんなのミサ”が行われ、温かい雰囲気に包まれた。



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠21時/みんなのミサ

カトリック調布教会203



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠21時/みんなのミサ

カトリック調布教会204

 ラップ神父様は、説教の中で以下のことを話された。

1）神様は、クリスマスの日に、イエス様という最高のプレゼントを私たちにお与えになった。

2）私たちは、そのイエス様と共に自分のできる最高のプレゼント(7つ)を周りの人たちに与えることができる。

 それは、次の7つのプレゼントです。どれか一つでも良いです。与えましょう！

①聴くこと ②微笑むこと ③ゆるすこと ④感謝すること ⑤褒めること ⑥祈ること ⑦信頼すること

入祭 第1朗読と答唱詩編 福音朗読と説教



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 当日ミサ＠21時/みんなのミサ

カトリック調布教会205

 ミサ後、ベトナムの青年達が作った馬小屋(プレゼビオ)の前で、記念撮影。Merry Christmas！



3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 受付・喫茶での語らい

カトリック調布教会206

 ミサ後に、チマッティホールで、喫茶室を開き、多くの方々の語らいの場所となった。

初めて教会に来られる方へのおもてなし 喫茶室の準備と奉仕に感謝！

喫茶室でのひとときの語らい 喫茶室でのゴミの分別処理に感謝！



3.17 調布教会が巡礼教会としてスタート(2024.12.31) 聖年開幕ミサ

カトリック調布教会207

 聖ペテロ大聖堂の「聖なる扉」開門が2024年12月24日に行われ、2025年の聖年が始まった。この開門を受けて、

日本の東京教区では、東京カテドラル聖マリア大聖堂(関口教会)で、2024年12月29日に聖年開幕特別ミサが行

われ、それを受けて、調布教会では、2024年12月31日に、聖年開幕ミサを開き、聖年の開幕を宣言した。

入祭

第1朗読 ヨハネの手紙2・18-21 福音朗読 ヨハネ1・1-18

聖体拝領



カトリック調布教会208

3.17 調布教会が巡礼教会としてスタート(2024.12.31) 聖年開幕ミサ

御ミサの参加者でミサ後記念撮影



カトリック調布教会209

3.17 調布教会が巡礼教会としてスタート(2024.12.31) 聖なる扉作り 

扉の枠組製作

 この日のために、藤代氏が12月初旬からコツコツと聖なる扉を製作し、完成させた。また、聖なる扉の上部に付けてある

巡礼のロゴマークの刺繍は、手芸の会の方々が一針一針心を込めて手作りで仕上げられたものである。

藤代夫妻とコンプリ神父様 山野内神父様

希望の巡礼者のロゴマークの刺繍



カトリック調布教会210

3.18 サレジオ神学院静修のためのミニ巡礼(2025.1.11) 初めてのグループ巡礼者の受入れ  

 1月11日 午後13時15分～ 神学院聖堂前に集合。巡礼者17名 奉仕者6名

 山野内神父様から皆さんに東京教区の巡礼手帳、調布教会ジュビリーの栞(しおり)が渡された。

 進行役 藤永悦子実行委員長が来られないので、代わりに高島担当

 巡礼コースの説明
1）チマッティ資料館

①ステンドグラスの説明・・・ドン・ボスコの霊性を受け継ぐ（チマッティ神父様が3歳の時にドン・ボスコと会った時から）

②日本人の司祭養成への熱意と戦死によって失う失意の歌・・・刈り入れ
③音楽による宣教・・・デンデンムシ、子猫

 2）チマッティ地下聖堂
・9名の奉仕者が、何故ここの奉仕を希望したかを分かち合ってくれたことを紹介。
・チマッティ神父様の霊性に触れる。
・チマッティ神父に祈る事をポイントに黙想の流れを組み立てたことを説明。

 ・朗読・・不思議な出来事・・尊者チマッチ神父の列福を願う祈りを唱え、アベマリアを歌って終了。
3)  調布教会

・聖年巡礼の準備の為に実施した9月のミニ巡礼の様子を説明
→午後からグループに分かれて霊的分かち合いをしたこと。その分かち合いで印象に残ったことばを紹介。

・栞(しおり)の後ろにある巡礼のまとめ。感謝、願い、約束の説明（山野内神父様より）
 ・皆で聖年の賛歌・希望の巡礼者を歌う。

 開かれた扉の前で、記念撮影。 2時15分終了。
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3.18 サレジオ神学院静修のためのミニ巡礼(2025.1.11) 初めてのグループ巡礼者の受入れ  

巡礼後、開かれた扉の前で記念撮影



カトリック調布教会212

3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) スケジュール

 聖年になって、初めてのミニ巡礼が、調布教会共同体を主体として行われた。参加者は、巡礼者と奉仕者を合わせて
約60名であった。スケジュールは、下表による。
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) 準備・受付

 奉仕スタッフは、8時30分頃から集まり、9時30分からの受付開始の準備にあたった。昨年の9/21,9/29のミニ巡礼
の経験もあってか、全体的に落ち着いた雰囲気で、巡礼者を迎えることができたのではないかと感じた。
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3.20 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) ゆるしの秘跡

 ゆるしの秘跡を与るにあたって、山野内神父様から心の準備についてのヒントが与えられた。

 今日のミニ巡礼は、前回のような試しではなく、本番であり、調布教会のグループとしては、第一号になる。ある意味で
扉を開くイメージ。次に来られる方のために、道を切り開く・・・どうしたら、ひとりひとりの心が神様に向けて開かれるかを願
う巡礼であり、それによって、次に来られる方も心を開きやすくなるのではないか・・・ それをマリア様に取次ぎましょう。

 “希望の巡礼者、希望は欺かない”という言葉が私たちに掲げられている。希望は大事なポイント、そして、巡礼者とい
うことは、“歩く”ということ。教皇フランシスコは、“私たちは、旅しながら、神様を発見する(出会う)ことができる”と言っ
ていて、それを“希望”と言っています。

 “あなたにとって、希望とは何か？” サレジオ会の副総長は、“希望は、キリストである” 何かの教えとか、何かの物とか
ではありません。“生きたキリストに、自分が出会う”こと、これが希望であると・・。

 サレジオ会では、“この希望に錨を入れて、青少年と共に歩む”を聖年の目標にしている。船が錨を下ろすと、波があって
も安定するように、この錨は、キリストである。今生きているキリストが、自分の中にしっかり入っていれば、大丈夫であると
いうこと。

 私たちは、こういうミニ巡礼の企画を通して、私たちは、自分の中に生きているキリストを再確認をすることができます。

 ゆるしの秘跡に与るということは、神様の慈しみに包まれるということ。それは、自分の罪をリストに挙げて、それを告白し
て赦されるということ以上のものです。

 各場所で司祭を通して、神様の慈しみのハグを体験することです。

 今日、このゆるしの秘跡が、皆さんにとって、そういう時間であるように祈っていきたいと思います。
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3.20 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) ゆるしの秘跡

 ゆるしの秘跡は、教会聖堂内に4カ所設けられ、4人の司祭(ラップ神父様、中田神父様、武井神父様、山野内神父
様)が対応して、10時から始まり、全ての方が終わったのは、11時30分頃であった。
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3.20 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) 聖骸布

 前日に神学院112教室が使えないことが判明し、急遽、当日9時にスタッフが集まり、チマッティホールに聖骸布をセッティ
ングした。今後、神学院112教室が使えないことも想定して、チマッティホールでのセッティングをベースにすることにした。

 昼食時も、巡礼者が聖骸布に近づいて見て頂けるメリットも発見した。

初めてのチマッティホールの
セッティングに試行錯誤で
取り組む奉仕スタッフ
（いきなり本番でちょっと

 きつかったかな？）
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) 聖骸布

 ゆるしの秘跡が終わらなかった方もいて、11時過ぎに、約20名の巡礼者でセッションをスタートした。

今回のプレゼンターは、木下さん。

実物大の聖骸布の白黒写真には、
イエス様の受難と復活の生き様が
凝縮されており、一瞬で人の心の
奥に訴えかけてくるものは不変！

。“十字架の道行き”の体験である。

聖骸布を見入る巡礼者の方々
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) チマッティ資料館
 チマッティ資料館の奉仕スタッフが、聖年本番を迎えて、資料館でのプレゼンのひな形を作ろうと、山野内神父様にプレ
ゼンターをお願いし、それを録音・録画した。

 プレゼンの基本は、チマッティ神父様の4つの心(①ドン・ボスコで一杯の心、②召命の心、③ラウダート・シの心(自
然を愛し大切にする心、④宣教の心）であった。

聖歌隊有志による
“でんでんむし”の実演
→宣教の心！
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) チマッティ神父様のお墓

 高島さんから、以下の語りがあった。

 ここでのポイントは、以下のとおりです。
①チマッティ神父様の霊性に触れること。
②チマテッィ神父様にイエス様への取次ぎを祈ること。
③チマッティ神父様の列福を祈ること。

 チマッティ神父様は、来日して40年間、日本にいて、最後
の2年間は、殆ど寝たきりだったが、最後の言葉は、“おおマ
リア、おおイエス”だった。自分の全て、ドンボスコの心を日本
(私たち)に捧げられた方でした。

 昨年8月から、今年の聖年巡礼の準備が調布教会で始
まり、このお墓の奉仕スタッフが9人集まりました。
(高島さん、朝日さん、寺戸さん、西さん、小笠原マリレー
ネさん、滝口一雄さん、佐藤さん、市川さん、神保さん）
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) チマッティ神父様のお墓

(前ページからの続き）

 私たちは、ここの奉仕を担当するにあたって、スタッフの中で“何故、ここの奉仕を担当することにしたのか？”ということを
分かち合いました。そこで、ある方は、
“いろいろと人生で悩んでいた時に、ここに来て祈った時に、イエス様の現存を感じた。だから、私にとって、ここは、信仰
の原点なのです。だから、お手伝いするなら、私は、ここでやります。”と分かち合って下さいました。
また、ある方は、
“妻に連れられて、ここに来た時に、この白い大理石の柩を見て、衝撃を受けた。何で、こんな凄いものがここにある
のか？と、チマッティ神父様は、どういう人だったのだろうか？ という探究心に火がついて、ミサ後にコンプリ神父様の
講話を聴くことがルーチンになって10年経ちました。だから、私にとって、ここが信仰の原点なのです。だから、ここを担
当します”と言ってくれました。

 多分、皆さんも、ここで、同じような体験をして、いろいろなお恵みを頂いた方が沢山おられると思います。それは、皆さん
のひとりひとりの心の中にあると思います。できれば、この聖年巡礼の期間中、それを活かして、一緒に奉仕して歩んで行
きたいと思います。
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) チマッティ神父様のお墓

 ここに降りてきた時に、階段の壁に黒い石版があったと思いますが、これは、チ
マッティ神父様の来日から100年の間、日本のサレジオ会の全部の神父様、
修道士様が亡くなれらた後の名前が刻まれたものだと、マルシリオ神父様に
教えて頂きました。数えてみると、128名の方のお名前が刻まれています。そ
の内、日本人は、54名、あとは、外国から来られた司祭・修道士の方々
(74名)です。そこで、私(高島)は、あらためて、このような多くの司祭・修道
士の方々の宣教の心の土台の上に、今、私たちはいるのだということに初めて
気がつきました。今日、この時間、そんなことを思い出しながら、チマッティ神父
様と語り合って下さい。

 その後、朝日さんから、以下の朗読が捧げられ、祈りの時間に入っていった。

 『ほほえみ、慈愛と祈りの人 チマッチ神父』 A.クレバコーレ著

・・・・不思議な出来事・・・・

 昭和52年(1977年) 11月18日 ― 略 ― サレジオ神学院地下聖堂において、非常に変った出来事があった。

 それは没後 12年 なんの特別な手入れもせず土葬された人の遺体検案が行われた時のことである。

 柩（ひつぎ）の蓋は悪い条件のため 腐れかかっていた。 その蓋が取り外されたとき、職務上立ち会っていた医師や､
十数名の調査団と多くの人たちを驚かせたのは､

 長い白いひげを蓄え､微笑みを含んだ目、手は胸の上に組んで黄土色をした一人の老人の遺体であった。

 特殊な臭いはあったが、それは死臭でも腐敗臭でも無く､薄いまぶたや耳から唇にかけての状態は生前のままであった。
まぶたはあけると容易にめくれ､離せば元に戻り､皮膚には弾力があり。指で押すとへこみ、指を離すと元に戻った。脱衣の
際には、顎の関節も良く開閉し､肘の関節から指の先に至るまで、すべて正常に屈伸することが出来た。

 遺体を持ち上げた医師は「今亡くなったばかりの人を抱きかかえたようだ」と語った。
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) 約束

 昼食後、チマッティホールで、約束チームの奉仕スタッフ(片瓜さん、坂口さん、猿川さん）から、全免償
に関するオリエンテーションが行われ、巡礼者(参加者)は、各自に配布された三つ折りのパンフレットに、
ミサで捧げる各自の「感謝」「願い」「約束」を記入した。
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) 分かち合い

 全免償のオリエンテーション後に、5つのグループに分けられ、各グループで分かち合いが行われ、その後、再度、チマッティ
ホールに集まり、全体の分かち合いが行われた。

 各グループの分かち合いの中では、分かち合いを初めて経験する方もおられ、その方が、他の方の分かち合いを聴いて、
心が動かされ、心が開かれていく様子を目の当たりにしたり、午前中行われた赦しの秘跡での心の気づきを皆さんに分
かち合って、聴き手の胸が熱くなったりと、霊的な分かち合いを皆さんで体験できたのはないかと思う。

 全体の分かち合いでは、各グループのファシリテータが、各グループでの分かち合いを皆さんとシェアした。ひとりひとりが抱
える課題や悩みが、皆さんとシェアすることで解決したり、癒やされたりしながら、共同体として共に歩み始める第一歩と
なったのではないかと思う。
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) 御ミサ
 第1朗読：ヘブライ4・12-16 答唱詩編：詩編19・8,10 福音朗読：マルコ2・13-17

 説教（with 山野内神父)
今日の福音書には、4段階の場面がある。①収税所に座っているレビ ②イエスに声をかけられるレビ ③そこを立ってイエスについていくレビ
④お祝いの場面。収税所は、レビにとっての職場。その職場は、レビにとっては、ある意味、社会的に保証されている場所である。ある人か
ら評価され、ある人から嫌われいる中で、本人にとっては、生活するには困らない場所である。しかし、この人の中に、どこかに隙間があるよ
うですね。そこに、普段と違ったものが割り込んで来た。イエスから「私に従いなさい｣と。レビは、その声に従って、安定した生活を捨てて、
イエスについていった。お祝いの場面は、イエス様の共同体にレビが入っていったということ。
今日、私たちは、どこに座っていましたか？ 日頃の私たちの慣れて安定した生活の中にいましたか？ それとも、今日のような時間(ミニ巡
礼)を過ごした時、自分の隙間に気づきましたか？ ｢私に従いなさい｣というのは、普段聴こえない声が聴こえるということです。先程の分
かち合いの声を聴くと、皆さんはひとつだけでなくいくつかの隙間があったと思いました。そういう隙間を通して、神様は私たちに声をかけて下
さる。それを全部纏めれば、｢私についてきなさい｣ということ。その声は、何か、皆さんを立ち上がらせたのでしょうか？ パンフレットに記載
した願い、約束は、そういうことではないでしょうか？ しかし、イエスについていくだけで、この福音書は終わっていない。それは、最後にお祝
いする場面。それは、互いに喜び合い、共に歩むということ。特に、今日は、分かち合いの中で、それを実感されたのではないでしょうか？
｢祝う｣というのは難しい。非難する人もいます。しかし、自分らしく、そのままでいられるということ、共にいられる、それが祝うということ。
これは、神様の恵みであり、シノダリティにおける私たちです。調布教会では、このような共同体へ、チマッティホールで食事やコーヒ等で
共に過ごす(祝う)ことで、少しづつ実現しているように思います。

第1朗読 答唱詩編 福音朗読
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) 御ミサ
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3.19 第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 前日準備
 正式には、1月31日が聖ヨハネ・ボスコの記念日ではあるが、直前の日曜日の1月26日に、調布教会では、食事会を
催し、約170名ほどが集まり、皆さんでお祝いした。食事は、男性信徒による豚汁をメインディシュに、おにぎり、サラダ、
杏仁豆腐、お菓子、ジュース等で、食事をしながらの会話で楽しい時間を過ごした。

 以下の写真は、前日に奉仕スタッフが集まり、翌日の食事会を準備する様子の写真である。どことなく充実感のある雰
囲気が印象的。男性信徒は、午前中に近くにスーパーに買い出しに出かけ、午後から具材を切って仕込みを行った。
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 当日準備(午前中):食事チーム

 当日は、奉仕スタッフが朝9時から集まり、前日調理した具材を鍋に入れて豚汁を煮込み始め、併行して、おにぎり等
の作り、できあがったものを各テーブルにセッティングして、昼からの食事会に備えた。

豚汁マスター自らアク取り

おにぎり他も準備万端

このケーキ、どこ置くの？

テーブルの上が徐々に充実してくる！
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 当日準備(午前中):聖歌隊

 聖歌隊は、日曜学校の子供たちと一緒に、11時のミサのために、チマッティホールで歌の練習をおこなった。

 午前中は、食事の準備や歌の練習で、賑やかで、明るい雰囲気がチマッティホールに漂っていた。
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 御ミサ

 第1朗読：エゼキエル34・11-12,15-16,23-24,30-31 答唱詩編：詩編23
第2朗読：フィリピ 4・4-9 福音朗読：マタイ18・1-6, 10

1/25に受洗された有田よし乃さんの挨拶
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 御ミサ(説教 山野内神父様)

今日は、ドン・ボスコのお祝いですが、ドン・ボスコも希望の巡礼者であった。どういう旅をドン・ボスコは、したのか？大きくは、3つの旅になる。
①生まれてから司祭になるまで ②司祭になってから死ぬ時まで ③亡くなった後から今に至るまで

 ①小さい頃、家には牛を飼っていて、毎日、牛を引っ張って餌場に連れていき、餌を食べたら、連れて帰る日々(旅)を過ごした。
  12歳の時、義理の兄(アントニオ)と馬が合わず(ヨハネの勉強したい気持ちをアントニオが反対)、そこで、ヨハネは、母親のマルゲリータ
の知り合い(モーリア家)の処に行って、自ら頼み込んで(泣きついて)、そこで受け入れられて、そこで3年間働きながら勉強した。その後、
家に戻り、勉強したいので、カロッソ神父様の下で勉強した。しかし、年老いていたカロッソ神父様が亡くなってしまい、司祭への道が見え
なくなっていた時に、次のチャンスが訪れた。自分の住んでいた村から5km離れていたカステルヌオボの学校に通うことができた。午前中、
1往復、 午後1往復、毎日20kmを歩いた。その当時、15歳になっていたヨハネは、自分より年下の子供達からいじめ(ロバみたいに扱
われた)を受けながらも、頑張って勉強した。最後は、キエリの神学校に行って、司祭になった。こういう大変な毎日に負けなかった。

②司祭になってからの旅は、困っている子供達をひとりひとり集めてオラトリオを作り、一番多い時は、約800人になった。子供達の食べ物
やお金を確保する時に、何度も何度もいろいろな恩人の処に足を運んだ。それが落ち着いた頃には、違う旅が始まった。サレジオ会に対
して、スペインやフランスなど、いろいろな処から来て欲しいという要請があり、それに応えて、何度も往来(旅)を重ねた。最後に年を取っ 
てくたびれている時に、当時の教皇から、御心のイエス様(イタリア語でサクラコーリー)という教会を完成させて欲しいという依頼を受けた
(教皇様がお金をくれた訳ではない(笑))。ドン・ボスコは、自分で資金を工面するしかなかったが、フランシスコ会と協力して、何とか、教
会を完成させた。その後、72歳で、亡くなった。こういう苦労の多い人生を歩み、使命を果たした。

③亡くなった後の旅は、サレジオ会員・家族が続けている。ちょうど、今年は、2つの記念日がある。ひとつは、1875年に最初の宣教師達
をアルゼンチンのパタゴニアに送ったこと、今年は150年にあたる。その50年後の1925年に、チマッティ神父様を始めとする宣教師達を
日本に送り、今年は100年にあたる。アルゼンチンでは、サレジオ会から2人の聖人(聖ラウラ(シスター):チリ生まれ、聖ザッティ(修道
士):イタリア生まれ)が誕生している。何故、ドンボスコは、亡くなっても希望の巡礼者なのか？旅を続けているのか？ いろいろな困難に
会っても諦めないのか？

ドン・ボスコが諦めない秘訣は、神様からの夢(9歳の時の夢)に錨を降ろしたから。それに引っ張られて(支えられて)、子供の時、司祭の時、
そして、今もその旅が続けられている。この夢の実現のために、ドン・ボスコは、2つのことを大切にした。それは、ひとつは、ご聖体(イエス様)、もう
ひとつは、大きなマント(愛)をまとったマリア様である。マリア様は、大きな愛で私たちを守ってくれます。皆さんも神様か
らの呼びかけ(夢)を実現するために、ご聖体(イエス様)を心に入れて、マリア様、ドン・ボスコに取次ぎを願いましょう。
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 御ミサ後全員写真
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 食事会
 山野内神父様の挨拶後、2/8にサレジオ会員として終生誓願を宣立される堤神学生にドンボスコの心に触れた体験を
分かち合って頂き、その後は、橋本委員長の乾杯の挨拶を皮切りに食事会が始まった。食事を共にした会話は、楽しく。
みんな笑顔！
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 食事会(堤神学生の分かち合い）

 ドン・ボスコは、子供達と関わることで、聖化されることを感じたので、あそこまで生涯を通じて、子供達のために働いたの
ではないかと思っています。終生誓願とは、ドン・ボスコが作ったサレジオ会と教会、神様のために生涯を捧げるということ
を誓う式になります。なので、私(堤)も、この子供達のために、青少年のために働けるように生涯を捧げることができるよう
に誓いたいと思っています。この調布教会の特徴は、青少年のために、予算(活動費)をかなり割いて頂いている処で、
他の教会と比べて、伸び伸びと活動ができていると考えています。その結果が、ここにいる日曜学校、中高生会、ボーイ
スカウト、青年会の存在になるのかなと思います。これからも、皆さんとは、子供達の成長を一緒に見守る、共に祈る共
同体として、そして、私たちも子供達から聖なるものにされるように、目指していきたいと思います。
ありがとうございました。
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 献金箱

 食事会場には、献金箱も設置し、皆さんの献金を募りました(これもドン・ボスコの心！）
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3.20 聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26) 奉仕スタッフ

 お疲れ様でした。皆さんの笑顔が素敵です！
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3.21 堤神学生終生誓願式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)
 サレジオ会来日100周年の開幕ミサに合わせて、堤神学生の終生誓願式が調布教会の教会聖堂で

2/8(土)の14時から行われ、約250名の方々が集まり、喜びの集いとなった。

 主司式 ： サレジオ会 日本管区長 浜崎 敦

 終生誓願宣立者 ： フィリポ・ネリ 堤 峻作
1994年6月9日 福岡県に生まれる
2010年4月  四日市志願院に入る
2016年3月19日 初誓願
2018年～  宣教師派遣・実地課程

 (パプア・ニューギニア）
 2021年   帰国
  2021年～2023年 実地課程

(宮崎・日向学院)
2023年～  神学課程         

(東京・上智大学)
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3.21 堤神学生終生誓願式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)
 ミサ開幕前、チマッティホールに集まったサレジオ会の皆さんと聖堂でミサを待つ参列者の方々。最前列には、堤神学生
のご家族が着席され、式の始まりを静かに待っている。
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3.21 堤神学生終生誓願式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)
 荒川神学生の司会により、中田神父様からサレジオ会来日100周年開幕ミサに向けての挨拶があり、その後、終生
誓願宣立者の堤神学生の入堂、続いて司式司祭団の入堂があり、ミサが始まった。

堤神学生入堂荒川神学生司会

中田神父様開幕挨拶
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)
 ミサは、聖ヨハネ・ボスコ司祭の記念日(1月31日)に合わせて御言葉が選ばれた。

 第1朗読：エゼキエルの預言(エゼキエル 34・11-12,15-16, 23-24, 30-31 答唱詩編：主はわれらの牧者①②③④
第2朗読：使徒パウロのフィリピの教会への手紙(フィリピ4・4-9)  福音朗読：マタイによる福音(マタイ18・1-6,10)

第1朗読

答唱詩編

第2朗読

福音朗読
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)

誓願の儀

 福音朗読後、誓願の儀が始まり、堤神学生への呼び出しがあり、その後、濱崎管区長からの説教、意志の確認、諸
聖人の連願が続いた。

呼び出し 説教

意志の確認
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)

誓願の儀

 続いて、誓願宣立が行われた。
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)

誓願の儀

 続いて、誓願宣立が行われた。
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)

誓願の儀

十字架の授与

 続いて、祝福の祈り、受け入れの言葉、十字架の授与が行われ、サレジオ会員の祝福を受けた。

祝福の祈り

受け入れの言葉
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)

誓願の儀

 堤神学生からサレジオ会員への挨拶があり、サレジオ会員からの歓迎があり、温かい雰囲気に包まれた。
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)
 続いて、共同祈願が行われた。

共同祈願
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)
 奉納

奉納
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)
 聖体拝領

聖体拝領
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)
 聖体拝領後、ラップ神父様(神学院長）、濱崎神父様(日本管区長)、堤神学生から挨拶があった。

 堤神学生からは、皆さまへの感謝が述べられ、宣教師派遣・実地課程時の苦しかった体験を言葉を詰まらせながら、
分かち合って頂き、多くの方々が心を揺さぶられたのではないかと思います。
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3.21 堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)

ミサ後にサレジオ会員で記念撮影
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) スケジュール

 聖年になって、第2回目のミニ巡礼が、調布教会共同体を主体として行われた。参加者は、巡礼者と奉仕者を合わせ
て約70名であった。スケジュールは、下表による。

 ゆるしの秘跡は、
山野内神父様、ラップ神父様、武井神父様、
コンプリ神父様、マルシリオ神父様
で対応した。
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 準備・受付

 奉仕スタッフは、8時30分頃から集まり、9時30分からの受付開始の準備にあたった。今年、2回目となり、かなりスムー
ズな対応となった。また、巡礼者への記念品の販売も楽しい雰囲気があるのが嬉しい。
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) ゆるしの秘跡

 ゆるしの秘跡を与るにあたって、山野内神父様から心の準備についてのヒントが与えられた。

 ロゴがあって“希望の巡礼者、希望は欺かない”。イメージとして、十字架にしっかりしがみついている。その後ろに、いろい
ろな人が繋がっている。直接に十字架に繋がっていなくても、私たちに繋がっている方にも、イエス様から恵みを頂けること
を表している。今日、皆さんは、個人だけでなく、家族の方々、その他の方々にも、一緒に恵みを頂けると思います。

 その十字架の下は錨になっている。希望に錨を降ろすことができれば、いろいろな波や嵐があっても大丈夫ということ。
それでは、どこに錨を降ろせばよいのか？ それ(希望)は、イエス・キリストそのものです。教えではありません。
復活されたイエス様が私たちの希望です。そこに、しっかり自分を置いておけば、大丈夫ということ。

 その準備として、ゆるしの秘跡があります。今日は、教皇様の糾明の資料とマルティーニ枢機卿様(イラン)の資料を渡し
てあります。これらを読んで、告解の時の祈りヒントとして下さい。

 特に、マルティーニ枢機卿様の①Confessio Laudis ②Confessio Vitae ③Confessio Fidei は、和解の
恵みを頂くために、以下の問いかけがあります。
①神様からどういう恵みを頂いたのか？ それをまず意識する。
例えば、今日、ここにいること等。何を感謝したいのか？
一つでも感謝したいことを確認する。

②悪いことをしたということもあるかもしれないが、それよりも、こんなに
神様に恵みを頂いている。いろいろな人が私のためにしてくれている。
しかし、私は、十分にそれに応えていない。そういう意味での振り返りである。

③私がこうなっても、神様は絶対私を見捨てない。私が神を信じ続ける。
告解しても変わらず同じ罪を繰り返す、しかし、
それでも、神様は、私のそばにいてくれる。その神様を信じるというのが、
Coffessio Fideiです。

 それでは、静けさの中で、祈りの内に、ゆるしの秘跡にあずかることにいたしましょう。
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) ゆるしの秘跡

マルティーニ枢機卿様の告解のヒント
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 聖骸布

 第1回目に、チマッティホールでセッティングした経験もあり、今回は、ある程度、落ち着いてセッティングすることができた。

 今回のプレゼンターは、平林さん。セッティング後、チーム内で、ロザリオを唱和後、リハーサルを行って、本番に備えた。
（ロザリオをチーム全員で唱和したのは、本当に良かった！ 今回もマリア様がイエス様に取りなしてくれた！）

リハーサル中
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 聖骸布

 落ち着いてプレゼンする平林さんの語りに、静かに聴き入る巡礼者の方々。



カトリック調布教会257

3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 聖骸布

 巡礼者自ら聖骸布の写真に近づくことで、自らイエス様と向き合うことになる。そこには、聖書に書いてあるとおりのイエス
様の姿があり、自ら進んで、私たちのために受難に向かったイエス様と希望の印である復活のイエス様が現存する。
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 聖骸布

 今回は、第1回でできなかった黙想の時間も取ることができた。平林さんがフィリピ人への手紙(2・6-11)を朗読し、
巡礼者の方々は、静かにイエス様を感じる時間を共有した。



カトリック調布教会259

3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) チマッティ資料館
 プレゼンの基本は、チマッティ神父様の4つの心(①ドン・ボスコで一杯の心、②召命の心、③ラウダート・シの心(自
然を愛し大切にする心、④宣教の心）。今回のプレゼンターは、藤代さん。

聖歌隊有志による“でんでんむし”の実演

“刈り入れ”の実演
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) チマッティ神父様のお墓

 プレゼンターの佐藤さんから、ここでの黙想のポイントの説明があり、黙想後、チマッティ神父様の作曲されたアヴェ・マリ
アを全員で唱和し、巡礼者全員で祈りの時間を共有した。
①チマッティ神父様の霊性に触れること。 ②チマテッィ神父様にイエス様への取次ぎを祈ること。
③チマッティ神父様の列福を祈ること。
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 約束

 昼食後、チマッティホールで、約束チームの奉仕スタッフ(猿川さん、今村さん、坂口さん、片瓜さん、高橋さ
ん、菊田さん）から、全免償に関するオリエンテーションが行われ、巡礼者(参加者)は、各自に配布された
三つ折りのパンフレットに、ミサで捧げる各自の「感謝」「願い」「約束」を記入した。
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 約束

 巡礼者のパンフレットへの記入に際して、今村さんと高橋さんから以下の素晴らしい分かち合いがあった。

 今村さんの分かち合い
“私は、35年前に調布教会で洗礼を受けました。切っ掛けは、たまたま、結婚した相手がボーン・クリスチャ
ンで、そのお母さんが、とても信仰が深く、その影響を受けたことです。自分では、クリスチャンにはならないと
言っていたのに、今、思えば、不思議だなと思いますし、この人生の終末に向かって、一番大きな恵みを頂
いたなと思っています。しかし、それを自分の両親に伝えられなかったということを後悔していて(特に、自分の
母親とは最後まで関係が良くなく、やさしくできなかったことを後悔している)、その事で、ゆるしの秘跡を受け
たけれども、傷が残っていることを感じています。しかし、この巡礼で、亡くなった人でも、免償を受けられるこ
とを聴いて、少し気持ちが軽くなったと感じています。この(聖年の)1年間を通じて、両親と私の為にも、祈っ
て、深めていけたら良いなと考えています。”

 高橋さんの分かち合い
“主人が亡くなって、もう1年7ヶ月経つのですが、全てが、神様の腕の中で、行われていることだと感じていま
す。だから、生きることも、死ぬことも、全て神様の大きな命の中。そのため、今日、このようなチャンスを頂い
たことを感謝しています。私の願いは、たとえば、私が神様のことを忘れるようなことがあっても、神様は、「い
つも私(神様)があなたのそばにいるよ」と言ってくれていることを、気づく私でありたい。そして、(私の)約束は、
もう一度、何回でもやり直しながら、前に歩きたいということです”
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 分かち合い

 全免償のオリエンテーション後に、5つのグループ(ファシリテータ5人：高島、高橋、山城、菊田、井上)に分けられ、各グ
ループで分かち合いが行われ、その後、再度、チマッティホールに集まり、全体の分かち合いが行われた。
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 分かち合い
 全体の分かち合い後、山野内神父様から、以下のコメントがあった。

 山野内神父様からのコメント
キーワードは、“最終的に希望は、イエス様ということ”。皆さんは、それぞれの発表を聴きながら、イエスの現存を実感で
きたのではないかと思います。それでは、何のために、皆さんは、そのような体験を(神様から)させて貰ったのでしょうか？
神様が何かをスタートさせたい時、計画を実現させたい時、こういう体験から始まるです。外からではなく、中からです。中
に火をつけて下さる。その火があれば、将来がある。将来は、お金とか組織では無いのです。この神からの火、聖霊の火
というもの。この火は、皆さんにとって、そして、教会にとって、どういうスタートとなるのでしょうか？ 先程、菊田さんが“温
かい”という話して下さいましたが、そういう“温かみ”は、何のために、神様は、それを使ってなさりたいのか？ 実は、今年
(2025年)は、調布教会にとって、サレジオ会にとって、新しいページの始まりなのです。この100周年というのは、締めで
はなく、始まりなのです。このスタートラインに、私たちは招かれている。 私たちが、何を、どのように、神様の導きに応える
かによって、100年後の人たちが、この場所を恵みの場所として、感謝するのかどうかを左右することになるのです。
たとえば、今日のような分かち合いの話は、信徒の自らの生活からの体験から生まれた話であり、信徒しかできないし、
私にもできないものなのです。これは、新しいページの一つではないでしょうか？ これも、チマッティ神父様の奇跡だと感
じています。
さらに、実は、今年からサレジオの志願者達は、全員、調布教会に来ることになりました。これは、志願者達を会員とし
て、司祭として育てるために、初期の段階で、この環境(調布教会)で育てると良いのではないかという希望、期待を、日
本管区がここ(調布教会)に置いたということだと思います。復活祭後、この子(志願者)たちが来るので、この子たちを育
てるという視点で迎え入れて欲しいのです。多分、私たちの時代と違う、新しい時代に向けて、この子たちは、会員として、
司祭として、養成されるのではないかと思います。また、サレジオ会管区として、今までの司牧と新しい司牧を考えなけれ
ば将来が無いのです。
こういう(巡礼の)集まりは、様々な世代の方々がいるので、彼らにとっても、良い基礎になっていくものと思われます。
また、調布教会の中にも神様の計画を実現していく方々が選ばれていると思うし、その確認を行っている処です。さらに、
これらの活動を通して、神学院と調布教会の交流も密になっており、この巡礼(聖年)というものは、私たちが想像してい
るより以上のものが、ここで起きていると思います。その恵みを感謝しながら、ミサに臨みましょう。
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 御ミサ
 第1朗読：創世記3・9-24 答唱詩編：詩編90・3+5ab,11+12 福音朗読：マルコ8・1-10

 説教（with 山野内神父)
今日の福音書には、2つのキーワードがある。①どこにいるのか？ ②パンはいくつありますか？ 7つあります。

 ①どこにいるのか？ アダムとイブは、いるべきところにいたのか？ 本来ならば、神の言葉が聴けて、それに応える状態にいるのが普通だった
のだが、他のものが割り込む状況にいた。だから、区別ができない状態になっていた。また、人のせいにするという悪い状況になっていた。アダム
は、女性のせいにして、女性は、へびのせいにした。へびは、横を見ても、誰もいないので、自分が責任をとるしかない状況にあった。
別の視点で考えたい。神様を私たちは、どこに隠しているのか？ 神様は、どこに隠れているのか？ 普段、神様は、そこにいるはずなのに、神
様が見えない、神様を感じられない。どこに、私たちは、神様を隠しているのか？ 一つとしては、“きまり”というもの、“こうであるべき” “この教
会の営業時間が10時から16時まで”など。そういう処に、残念ながら、神様を隠してしまう。もう一つは、様々な状況で、教会来る方がいる
(葬式、洗礼、堅信、結婚等)が、普段、教会に来てない方に、それらの神様の恵みを与えない拒絶の対応を取ること等で、神様の恵みを
見えなくしてしまうこと。また、もう一つは、習慣というものがある。時がきたから、自動的に更新する等。どういう理由で更新するのかを考えない
と、そこに、本当の神様と接しないので、神様の働きを見えなくしてしまっている。私たち自身が、神様の働きの妨げになっている。

 ②パンはいくつありますか？  イエスのニーズに問いかけられた人たちは、“7つあります”と応えた。 まず、調布教会のニーズは何ですか？
①最近、話題になっているのは、情報が皆さんに十分伝わっていない。 ②日曜日のミサが3回あるが、ミサの時間で、グループが分けられて
いて、グループを超えた交流が希薄なこと ③養成というもの。老若男女を超えての育成ということ。 イエスのいくつありますか？との問いの
応えである“7”という数値は、単なる数ではない。 7という数字の意味は、“自分の全て(最高のもの)を捧げる”ということです。
7ということに目を留めたら、その人に欠点があっても大丈夫。間違いがあっても大丈夫。嫌なことがあっても大丈夫。どのような状況にあっても、
自分がこれという最高のものを差し出すということ。神様は、そういう捧げもの、そういう私たちを通して、ご自分の計画を実現させていくのです。
どうですか？ 皆さんの中に、そういう心があるのではないでしょうか？ “私は、できる範囲の中で、神様のため、共同体のために、自分を差し
出します“ これが、7つのパンのことではないでしょうか？ それがあれば、神様は奇跡を行うことができるのです。数では無いのです。 こういう
姿勢、こういう心が、神様の手の中であれば大丈夫です。 私は、皆さんの心の中に、こういう心があると思います。今日、ミサの中で、それぞ
れの皆さんのそういう心をしっかりと手の中にとって、パンとぶどう酒と共に、神様に捧げて下さい。捧げれば、本気で神様は受け取って下さるの
で、その次を待って下さると思います。しっかりと捧げたものを、神様は、様々な形で応えて下さいます。今日は、神様に感謝しながら、こういう
心を願いながら、これからの導きをマリア様の取次ぎによって、願って行きましょう！
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 御ミサ
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3.22 第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.23 聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27) スケジュール

 当日のスケジュールを下表に示す。

スケジュール 奉仕内容 奉仕者名 備考

9：00 テーブルセット
花
笹寿司・太巻き寿司・吸い物

橋本信、坂本・
朝日
和子、山崎

うどん準備 井原、石垣、高島、後藤、

今村、藤永、中村、今村、藤代

うどん57人分
半うどん14人
一人前うどん50個

10：00 受付―名札・パンフレット渡し マリレーネ、シルビア チマッティ資料館案内
チマッティ神父様の生涯
ノベナ

聖歌隊 石倉、吉川、木村、木下

10：30 調布駅出迎え 井原、橋本信

11：00 記録係 井上

司祭団資料館巡礼
司祭団地下聖堂巡礼

竹内、聖歌隊（かりいれ、子ねこ）
マリレーネ、聖歌隊（アベ・マリア）

12：00 聖歌練習 聖歌隊集合

12：00-14：00 昼食、分かち合い

14：00 ミサ 山城、藤代―ホスチア（5枚）マイク、
ピンマイク、ストラ（緑）、
内陣に椅子（10脚）
侍者、奉納－パン、ぶどう酒
第一朗読

共同祈願：教皇様のため、

ブラジルの教会のため、

日本の教会のブラジル人のため、召命の

ため
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3.23 聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27) チマッティ資料館



カトリック調布教会270

3.23 聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27) チマッティ資料館玄関口

 快晴の中、チマッティ資料館の玄関口で司祭団と参加者で記念撮影！
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3.23 聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27) チマッティ神父様のお墓
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3.23 聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27) 昼食準備
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3.23 聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27) 昼食
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3.23 聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27) 御ミサ

 第1朗読：シラ5/1-8  答唱詩編：詩編1・1,6 福音朗読：マルコ9・41-50

 説教（with Julio Akamine大司教)



イエス様の話は具体的！ 私たちは、よく抽象的に話します。一般論で、悪いことをすると、こうなる、良いことをするとこうなる等。今日の福
音書で、イエス様は、“つまづき”について強調されていますが、教会では強い人と弱い人がいて、弱い人について守らなければいけません。
“つまづき”というのは、つまづいた人が悪いことをするのを防ぐ必要があります。このため、私たちの個人的な改心がとても重要で、私たちが改
心することで、弱い人たちの支えになることができます。改心というのは、抽象的でなくて、具体的です。具体的というのは、“もし、あなたの手
が”つまづき“だったら、切りなさい。もし、あなたの足が”つまづき“なら、切りなさい” ということ。 罪は、私たちを奴隷の状態にします。だから、
目を取るとか、手を切るということと同じです。

 罪は、私たちに住み着いて、くっついているので、それを神様の恵み無しには、取り除くことはできません。

 私たちは、罪を犯した時には、誰に、その罪を償ってもらうのか？ 第1朗読よれば、神にそれを告げる必要は無いというのは、妨げになります。
もうひとつの問題は、罪をおかしても、どうせ神様の慈しみで赦されると思うこと。それは、ひとつの私たちの言い訳で、それは、私たちが神様を
利用していることになります。どうせ神様は赦してくれるので、改心しないということになります。私たちは、永遠の命に向かうために、本当に深い
改心が必要になります。それが、手を切る、足を切る ということになります。改心は、緊急性があるので、明日ではなくて、今日、今、行う必
要があります。

 だから、私たちは、ミサに来ます。イエス様の処に来て、イエス様に話をして、イエス様を頂いて、そこで、イエス様によって、私たちは、改心でき
ます。だから、私たちは、聖体拝領します。それによって、イエス様に似るものになって、イエス様のように生きるものとなれます。イエス様を拝領
して、イエス様と一致すると、イエス様が宝になりますので、片手を切ったり、足を切ったりすることができるようになります。

 喜びを持って、イエス様を迎えるようにしましょう！
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3.23 聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27) 御ミサ
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3.23 聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.23 聖年巡礼(ブラジル司教団来訪)(2025.2.27) 御ミサ後全体写真(都筑教会メンバー）

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.23 聖年巡礼(ブラジル司教団来訪)(2025.2.27) 御ミサ後全体写真(調布教会メンバー）

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.24 聖年巡礼 (北浦和教会来訪)   (2025.3.8) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.25 第3回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.3.15) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.26 四旬節黙想会(一般)   (2025.3.22) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.27 聖年巡礼(習志野・西千葉・多摩・関口・所沢教会)   (2025.3.24) 巡礼後全体写真

巡礼者・奉仕者で巡礼後記念撮影
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3.28 四旬節黙想会(青少年)   (2025.3.29) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.29 第4回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.4.5) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.31 聖年巡礼 (豊島教会来訪)   (2025.4.26) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影



カトリック調布教会286

3.32 聖年巡礼 (清瀬教会(KFFC:フィリピングループ)来訪)   (2025.4.26) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.33 聖年巡礼 (真正会館来訪/アンドレア司教)   (2025.4.29) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.34 聖年巡礼 (赤羽サレジアンシスターズ来訪)   (2025.5.4) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.35 聖年巡礼 (多摩教会来訪)   (2025.5.10) ミニ巡礼後の全体写真

巡礼者と奉仕者で、ミニ巡礼後記念撮影



カトリック調布教会290

3.36 聖年巡礼 (麹町教会来訪)   (2025.5.11) ミニ巡礼後の全体写真

巡礼者のミニ巡礼後記念撮影
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3.37 調布教会 こねこの会発足！ (2025.5.11)

小聖堂にてスタート！
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3.38 調布教会 チマッティ劇団立ち上げ公演 (2025.5.11)

良い牧者とは？
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3.39 夫婦のジュビリー (2025.5.17) 御ミサ後の全体写真

参加者と奉仕者で、夫婦のジュビリー後記念撮影
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3.40 聖年巡礼 (横浜・山手教会来訪)   (2025.5.20) ミニ巡礼後の全体写真

巡礼者のミニ巡礼後記念撮影
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3.42 扶助者聖マリアの祝い（聖母行列/ADMA)(2025.5.24) ミサ後の全体写真

ミサ後記念撮影
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3.43 アブート神学生助祭叙階式 (2025.5.24) ミサ後の全体写真

ミサ後記念撮影
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3.44 巡礼奉仕感謝の会 (2025.5.31) ミサ後全体写真

ミサ後記念撮影
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3.45 韓国青年ジュビリー (2025.5.31-6/2) 全体写真

記念撮影
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3.46 聖年巡礼(CTIC) (2025.6.7) ミサ後全体写真

ミサ後記念撮影
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3.47 聖年巡礼(葛西教会) (2025.6.10) 巡礼後全体写真

巡礼後記念撮影



カトリック調布教会301

3.48 第5回 ミニ巡礼(フルバージョン) 一般公開募集(2025.6.21) 御ミサ後全体写真

御ミサの参加者でミサ後記念撮影
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3.49 聖年巡礼(サレジアン国際学園目黒小学校・星美学園小学校) (2025.6.21) 教会聖堂

教会聖堂で聖骸布の説明中の写真
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3.50 司祭感謝の日・初聖体のお祝い (2025.6.22) 御ミサ後記念撮影

御ミサ後初聖体の子ども達と記念撮影
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3.50 司祭感謝の日・初聖体のお祝い (2025.6.22) チマッティホールで

お祝い会場(チマッティホール)で花束贈呈
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3.51 聖年巡礼(橫浜・末吉町教会) (2025.6.28) 巡礼後全体写真

巡礼後記念撮影



カトリック調布教会306

3.52 第6回 ミニ巡礼(フルバージョン) 一般公開募集(2025.7.12) with横田基地巡礼団

横田基地巡礼団の方々との全体写真

横田基地の巡礼
団の方々が分かち
合い後、カルメル
会修道院に移動
し、調布教会のミ
サに参加できなか
たので、赦しの秘
跡中であったが、
11時頃全体写
真を撮影した。
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3.52 第6回 ミニ巡礼(フルバージョン) 一般公開募集(2025.7.12) 御ミサ後全体写真

ミサ後記念撮影
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3.53 第1回 サレジオ霊性黙想会 (2025.7.26) 御ミサ後全体写真

ミサ後記念撮影
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3.54 聖年巡礼(晃華学園教職員) (2025.8.22) 御ミサ後全体写真

ミサ後記念撮影
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3.55 ブラジル青少年ジュビリー (2025.8.30) 十字架の道行きを終えて

十字架の道行きの劇を終えて
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3.55 ブラジル青少年ジュビリー (2025.8.30) 御ミサ後全体写真

ミサ後記念撮影
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3.56 敬老の日のお祝い (2025.9.14)

ミサ後のチマッティホールで食事会
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3.57 聖年巡礼(レジオ・マリオ) (2025.9.14) 御ミサ後全体写真

ミサ後全体写真
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3.58 聖年巡礼(橫浜・末吉町教会) (2025.9.18) 巡礼後全体写真

チマッティ神父様のお墓の入口で
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3.59 聖年巡礼(死別・離別・独身者のためのジュビリー) (2025.9.20) ミサ後全体写真

ミサ後全体写真
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3.60 聖年巡礼(下井草教会) (2025.9.23) 教会聖堂での祈り

教会聖堂での写真
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3.61 聖年巡礼(ミラグロス祭) (2025.10.4) 御ミサ

御ミサの写真
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3.61 聖年巡礼(ミラグロス祭) (2025.10.4) 行列の始まり

行列の写真
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3.61 聖年巡礼(ミラグロス祭) (2025.10.4) 行列後の全体写真

行列後の全体写真
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3.62 聖年巡礼(徳田教会) (2025.10.5) 巡礼後全体写真

巡礼後の全体写真
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3.63 ADMA/DBVG報告会等 (2025.10.11) DBVG報告会

報告会の写真
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3.64 聖年巡礼(習志野教会) (2025.10.14)

巡礼写真
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3.65 聖年巡礼(アパレシーダ祭) (2025.10.18) 聖母行列写真

聖母行列中の写真
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3.65 聖年巡礼(アパレシーダ祭) (2025.10.18) マリア様の青のマント

マリア様の青のマントに包まれる
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3.65 聖年巡礼(アパレシーダ祭) (2025.10.18) 御ミサ後全体写真

御ミサ後全体写真



4．巡礼時に参加者へ配布されるパンフレット(1/2)
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4
4.
4．巡礼時に参加者へ配布されるパンフレット(2/2)
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5．巡礼前に参加者へお願いするノヴェナの祈り(チマッティ神父様)(1/2)
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5．巡礼前に参加者へお願いするノヴェナの祈り(チマッティ神父様)(2/2)
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6．チマッティ神父様の生涯・言葉

カトリック調布教会330


	スライド 1: カトリック調布教会の旅路の記録 （聖年・サレジオ100周年・巡礼教会への歩み)
	スライド 2: 目　次
	スライド 3: 【補足】聖年のキャラクター(Luce)についてサレジオ学院中学高等学校Facebookより
	スライド 4: 【補足】聖年のキャラクター(Luce)についてサレジオ学院中学高等学校Facebookより
	スライド 5: 1．概　要
	スライド 6: 2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表
	スライド 7: 2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表
	スライド 8: 2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表
	スライド 9: 2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表
	スライド 10: 2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表
	スライド 11: 2．聖霊と共に歩んだ旅路の記録一覧表
	スライド 12
	スライド 13: 3.1　山野内主任司祭調布教会着任挨拶(2024.4.1) 
	スライド 14: 3.2 富士聖母巡礼(2024.5.18) (1/2)
	スライド 15: 3.2 富士聖母巡礼(2024.5.18) (2/2) 
	スライド 16: 3.3 調布教会こども夏祭り（2024.7.14)　by 堤神学生
	スライド 17: 3.3 調布教会こども夏祭り（2024.7.14)　 by 堤神学生
	スライド 18: 3.4 山野内主任司祭の調布教会での初洗礼式(2024.8.15) 
	スライド 19: 3.5 巡礼教会での奉仕スタッフのための祈りと霊性の研修会実施（2024.8.31)
	スライド 20: 3.5 巡礼教会での奉仕スタッフのための祈りと霊性の研修会実施（2024.8.31)
	スライド 21: 3.6 敬老のお祝い（2024.9.15)（1/4)
	スライド 22: 3.6 敬老のお祝い（2024.9.15)（2/4)
	スライド 23: 3.6 敬老のお祝い（2024.9.15)（3/4)
	スライド 24: 3.6 敬老のお祝い（2024.9.15)（4/4)
	スライド 25: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 26: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 27: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 28: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 29: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 30: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 31: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 32: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 33: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 34: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 35: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 36: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 37: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 38: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 39: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 40: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 41: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 42: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 43: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 44: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 45: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 46: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 47: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 48: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 49: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 50: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 51: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 52: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 53: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 54: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 55: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 56: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 57: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 58: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 59: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 60: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 61: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 62: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 63: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 64: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 65: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 66: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 67: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 68: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 69: 3.7 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(日本語)（2024.9.21)
	スライド 70: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 71: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 72: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 73: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 74: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 75: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 76: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 77: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 78: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 79: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 80: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 81: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 82: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 83: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 84: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 85: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語版)（2024.9.28)
	スライド 86: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 87: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 88: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 89: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 90: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 91: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 92: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 93: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 94: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 95: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 96: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 97: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 98: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 99: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 100: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 101: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 102: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 103: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 104: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 105: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 106: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 107: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 108: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 109: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 110: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 111: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 112: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 113: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 114: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 115: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 116: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 117: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 118: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 119: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 120: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 121: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 122: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 123: 3.8 十字架上のイエス様の霊性を体験するミニ巡礼(スペイン語)（2024.9.28)
	スライド 124: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)
	スライド 125: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　計画段階
	スライド 126: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　当日スケジュール
	スライド 127: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　バザー案内図
	スライド 128: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　バザー案内図
	スライド 129: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　前日準備
	スライド 130: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　前日準備
	スライド 131: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　前日準備
	スライド 132: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　前日準備
	スライド 133: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　当日準備
	スライド 134: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　当日準備
	スライド 135: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　当日準備
	スライド 136: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　当日準備
	スライド 137: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　当日準備
	スライド 138: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　当日準備
	スライド 139: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 140: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 141: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 142: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 143: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 144: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 145: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 146: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 147: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 148: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　みんなのミサ
	スライド 149: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　バザー開幕！
	スライド 150: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　バザー開催中
	スライド 151: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　バザー開催中
	スライド 152: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　バザー開催中
	スライド 153: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　バザー開催中
	スライド 154: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　バザー開催中
	スライド 155: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　環境整備
	スライド 156: 3.9 チャリティバザー　in 調布サレジオ（2024.10.27)　アンケートのまとめ
	スライド 157: 3.10 調布教会の子供達のための七五三のお祝い (2024.11.10)
	スライド 158: 3.10 調布教会の子供達のための七五三のお祝い (2024.11.10)
	スライド 159: 3.11 信徒総会（宣教司牧）　 (2024.12.01)　事前準備
	スライド 160: 3.11 信徒総会（宣教司牧）　 (2024.12.01)　当日本番
	スライド 161: 3.11 信徒総会（宣教司牧） (2024.12.01)　セッション1のまとめ
	スライド 162: 3.11 信徒総会（宣教司牧） (2024.12.01)　セッション1のまとめ
	スライド 163: 3.11 信徒総会（宣教司牧） (2024.12.01)　セッション1のまとめ
	スライド 164: 3.11 信徒総会（宣教司牧） (2024.12.01)　セッション2のまとめ
	スライド 165: 3.12 馬小屋(プレゼビオ)作り　(2024.12.01)　 
	スライド 166: 3.12 馬小屋(プレゼビオ)作り　(2024.12.01)　 
	スライド 167: 3.13　チャリティ　クリスマスミニコンサート　 (2024.12.15)
	スライド 168: 3.13　チャリティ　クリスマスミニコンサート　 (2024.12.15)
	スライド 169: 3.14 待降節　黙想会　 (2024.12.21)
	スライド 170: 3.14 待降節　黙想会　 (2024.12.21)　霊的講話
	スライド 171: 3.14 待降節　黙想会　 (2024.12.21)　霊的講話
	スライド 172: 3.14 待降節　黙想会　 (2024.12.21)　ゆるしの秘跡＆分かち合い
	スライド 173: 3.14 待降節　黙想会　 (2024.12.21)　御ミサ
	スライド 174: 3.14 待降節　黙想会　 (2024.12.21)　御ミサ（説教）
	スライド 175: 3.14 待降節　黙想会　 (2024.12.21)　御ミサ
	スライド 176: 3.14 待降節　黙想会　 (2024.12.21)　御ミサ後の集合写真
	スライド 177: 3.15 子どもクリスマス会　 (2024.12.22) 
	スライド 178: 3.15 子どもクリスマス会　 (2024.12.22) 
	スライド 179: 3.15 子どもクリスマス会　 (2024.12.22) 
	スライド 180: 3.15 子どもクリスマス会　 (2024.12.22) 
	スライド 181: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(11/13)
	スライド 182: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)
	スライド 183: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)
	スライド 184: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15）
	スライド 185: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)
	スライド 186: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)
	スライド 187: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/事前準備(12/15)
	スライド 188: 3.15 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/当日準備(12/24)
	スライド 189: 3.15 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/当日準備(12/24)
	スライド 190: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/当日準備(12/24)
	スライド 191: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 16時御ミサの聖劇/当日リハ(12/24)
	スライド 192: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時
	スライド 193: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時
	スライド 194: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時　説教　
	スライド 195: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時
	スライド 196: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時
	スライド 197: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時　聖劇本番
	スライド 198: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時　聖劇本番
	スライド 199: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時　聖劇本番
	スライド 200: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時　聖劇本番
	スライド 201: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠16時　聖劇本番
	スライド 202: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠21時/みんなのミサ　　
	スライド 203: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠21時/みんなのミサ　　
	スライド 204: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠21時/みんなのミサ　　
	スライド 205: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　当日ミサ＠21時/みんなのミサ　　
	スライド 206: 3.16 主の降誕(クリスマス)(2024.12.24) 　受付・喫茶での語らい　　
	スライド 207: 3.17 調布教会が巡礼教会としてスタート(2024.12.31) 聖年開幕ミサ
	スライド 208: 3.17 調布教会が巡礼教会としてスタート(2024.12.31) 聖年開幕ミサ
	スライド 209: 3.17 調布教会が巡礼教会としてスタート(2024.12.31)　聖なる扉作り 
	スライド 210: 3.18 サレジオ神学院静修のためのミニ巡礼(2025.1.11)　初めてのグループ巡礼者の受入れ 　 
	スライド 211: 3.18 サレジオ神学院静修のためのミニ巡礼(2025.1.11)　初めてのグループ巡礼者の受入れ 　 
	スライド 212: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　スケジュール　
	スライド 213: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　準備・受付　
	スライド 214: 3.20　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　ゆるしの秘跡　
	スライド 215: 3.20　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　ゆるしの秘跡　
	スライド 216: 3.20　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　聖骸布　
	スライド 217: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　聖骸布　
	スライド 218: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　チマッティ資料館　
	スライド 219: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　チマッティ神父様のお墓　
	スライド 220: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　チマッティ神父様のお墓　
	スライド 221: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　チマッティ神父様のお墓　
	スライド 222: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　約束　
	スライド 223: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　分かち合い　
	スライド 224: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　御ミサ　
	スライド 225: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　御ミサ　
	スライド 226: 3.19　第1回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.1.18)　御ミサ後全体写真　
	スライド 227: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　前日準備
	スライド 228: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　当日準備(午前中):食事チーム
	スライド 229: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　当日準備(午前中):聖歌隊
	スライド 230: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　御ミサ
	スライド 231: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　御ミサ(説教 山野内神父様)
	スライド 232: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　御ミサ後全員写真
	スライド 233: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　食事会
	スライド 234: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　食事会(堤神学生の分かち合い）
	スライド 235: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　献金箱
	スライド 236: 3.20　聖ヨハネ・ボスコのお祝い(2025.1.26)　奉仕スタッフ
	スライド 237: 3.21　堤神学生終生誓願式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 238: 3.21　堤神学生終生誓願式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 239: 3.21　堤神学生終生誓願式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 240: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 241: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 242: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 243: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 244: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 245: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 246: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 247: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 248: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 249: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 250: 3.21　堤神学生終生誓願宣立式/サレジオ会来日100周年開幕ミサ(2025.2.8)　
	スライド 251: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　スケジュール　
	スライド 252: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　準備・受付　
	スライド 253: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　ゆるしの秘跡　
	スライド 254: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　ゆるしの秘跡　
	スライド 255: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　聖骸布　
	スライド 256: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　聖骸布　
	スライド 257: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　聖骸布　
	スライド 258: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　聖骸布　
	スライド 259: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　チマッティ資料館　
	スライド 260: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　チマッティ神父様のお墓　
	スライド 261: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　約束　
	スライド 262: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　約束　
	スライド 263: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　分かち合い　
	スライド 264: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　分かち合い　
	スライド 265: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　御ミサ　
	スライド 266: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　御ミサ　
	スライド 267: 3.22　第2回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.2.15)　御ミサ後全体写真　
	スライド 268: 3.23　聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27)　スケジュール　
	スライド 269: 3.23　聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27)　チマッティ資料館　
	スライド 270: 3.23　聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27)　チマッティ資料館玄関口　
	スライド 271: 3.23　聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27)　チマッティ神父様のお墓　
	スライド 272: 3.23　聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27)　昼食準備　
	スライド 273: 3.23　聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27)　昼食　
	スライド 274: 3.23　聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27)　御ミサ　
	スライド 275: 3.23　聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27)　御ミサ　
	スライド 276: 3.23　聖年巡礼（ブラジル司教団来訪）(2025.2.27)　御ミサ後全体写真　
	スライド 277: 3.23　聖年巡礼(ブラジル司教団来訪)(2025.2.27)　御ミサ後全体写真(都筑教会メンバー）　
	スライド 278: 3.23　聖年巡礼(ブラジル司教団来訪)(2025.2.27)　御ミサ後全体写真(調布教会メンバー）　
	スライド 279: 3.24　聖年巡礼 (北浦和教会来訪)   (2025.3.8)　御ミサ後全体写真　
	スライド 280: 3.25　第3回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.3.15)　御ミサ後全体写真　
	スライド 281: 3.26　四旬節黙想会(一般)   (2025.3.22)　御ミサ後全体写真　
	スライド 282: 3.27　聖年巡礼(習志野・西千葉・多摩・関口・所沢教会)   (2025.3.24)　巡礼後全体写真　
	スライド 283: 3.28　四旬節黙想会(青少年)   (2025.3.29)　御ミサ後全体写真　
	スライド 284: 3.29　第4回 調布教会共同体を主体とするミニ巡礼(2025.4.5)　御ミサ後全体写真　
	スライド 285: 3.31　聖年巡礼 (豊島教会来訪)   (2025.4.26)　御ミサ後全体写真　
	スライド 286: 3.32　聖年巡礼 (清瀬教会(KFFC:フィリピングループ)来訪)   (2025.4.26)　御ミサ後全体写真　
	スライド 287: 3.33　聖年巡礼 (真正会館来訪/アンドレア司教)   (2025.4.29)　御ミサ後全体写真　
	スライド 288: 3.34　聖年巡礼 (赤羽サレジアンシスターズ来訪)   (2025.5.4)　御ミサ後全体写真　
	スライド 289: 3.35　聖年巡礼 (多摩教会来訪)   (2025.5.10)　ミニ巡礼後の全体写真　
	スライド 290: 3.36　聖年巡礼 (麹町教会来訪)   (2025.5.11)　ミニ巡礼後の全体写真　
	スライド 291: 3.37　調布教会　こねこの会発足！　(2025.5.11)　
	スライド 292: 3.38　調布教会　チマッティ劇団立ち上げ公演　(2025.5.11)　
	スライド 293: 3.39　夫婦のジュビリー   (2025.5.17)　御ミサ後の全体写真　
	スライド 294: 3.40　聖年巡礼 (横浜・山手教会来訪)   (2025.5.20)　ミニ巡礼後の全体写真　
	スライド 295: 3.42　扶助者聖マリアの祝い（聖母行列/ADMA)(2025.5.24)　ミサ後の全体写真　
	スライド 296: 3.43　アブート神学生助祭叙階式　(2025.5.24)　ミサ後の全体写真　
	スライド 297: 3.44　巡礼奉仕感謝の会　(2025.5.31)　ミサ後全体写真　
	スライド 298: 3.45　韓国青年ジュビリー　(2025.5.31-6/2)　全体写真　
	スライド 299: 3.46　聖年巡礼(CTIC)　(2025.6.7)　ミサ後全体写真　
	スライド 300: 3.47　聖年巡礼(葛西教会)　(2025.6.10)　巡礼後全体写真　
	スライド 301: 3.48　第5回 ミニ巡礼(フルバージョン)　一般公開募集(2025.6.21)　御ミサ後全体写真　
	スライド 302: 3.49　聖年巡礼(サレジアン国際学園目黒小学校・星美学園小学校)　(2025.6.21)　教会聖堂　
	スライド 303: 3.50　司祭感謝の日・初聖体のお祝い　(2025.6.22)　御ミサ後記念撮影　
	スライド 304: 3.50　司祭感謝の日・初聖体のお祝い　(2025.6.22)　チマッティホールで　
	スライド 305: 3.51　聖年巡礼(橫浜・末吉町教会)　(2025.6.28)　巡礼後全体写真　
	スライド 306: 3.52　第6回 ミニ巡礼(フルバージョン)　一般公開募集(2025.7.12)　with横田基地巡礼団　
	スライド 307: 3.52　第6回 ミニ巡礼(フルバージョン)　一般公開募集(2025.7.12)　御ミサ後全体写真　
	スライド 308: 3.53　第1回 サレジオ霊性黙想会　(2025.7.26)　御ミサ後全体写真　
	スライド 309: 3.54　聖年巡礼(晃華学園教職員)　(2025.8.22)　御ミサ後全体写真　
	スライド 310: 3.55　ブラジル青少年ジュビリー　(2025.8.30)　十字架の道行きを終えて　
	スライド 311: 3.55　ブラジル青少年ジュビリー　(2025.8.30)　御ミサ後全体写真　
	スライド 312: 3.56　敬老の日のお祝い　(2025.9.14)　　
	スライド 313: 3.57　聖年巡礼(レジオ・マリオ)　(2025.9.14)　御ミサ後全体写真　　
	スライド 314: 3.58　聖年巡礼(橫浜・末吉町教会)　(2025.9.18)　巡礼後全体写真　　
	スライド 315: 3.59　聖年巡礼(死別・離別・独身者のためのジュビリー)　(2025.9.20)　ミサ後全体写真　　
	スライド 316: 3.60　聖年巡礼(下井草教会)　(2025.9.23)　教会聖堂での祈り　　
	スライド 317: 3.61　聖年巡礼(ミラグロス祭)　(2025.10.4)　御ミサ　　
	スライド 318: 3.61　聖年巡礼(ミラグロス祭)　(2025.10.4)　行列の始まり　　
	スライド 319: 3.61　聖年巡礼(ミラグロス祭)　(2025.10.4)　行列後の全体写真　　
	スライド 320: 3.62　聖年巡礼(徳田教会)　(2025.10.5)　巡礼後全体写真　　
	スライド 321: 3.63　ADMA/DBVG報告会等　(2025.10.11)　DBVG報告会　　
	スライド 322: 3.64　聖年巡礼(習志野教会) (2025.10.14)　
	スライド 323: 3.65　聖年巡礼(アパレシーダ祭) (2025.10.18)　聖母行列写真
	スライド 324: 3.65　聖年巡礼(アパレシーダ祭) (2025.10.18)　マリア様の青のマント
	スライド 325: 3.65　聖年巡礼(アパレシーダ祭) (2025.10.18)　御ミサ後全体写真
	スライド 326:   4．巡礼時に参加者へ配布されるパンフレット(1/2)
	スライド 327:   4    4. 　4．巡礼時に参加者へ配布されるパンフレット(2/2)
	スライド 328: 5．巡礼前に参加者へお願いするノヴェナの祈り(チマッティ神父様)(1/2)
	スライド 329: 5．巡礼前に参加者へお願いするノヴェナの祈り(チマッティ神父様)(2/2)
	スライド 330: 6．チマッティ神父様の生涯・言葉

